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昭和32年の新大久保駅昭和32年の新大久保駅

日時	２０２４年

	 6月８日（土）
	 15：00開会
	 ＊14：00より受付開始します
会場	 海城学園講堂
会費	 3,000円
	 但し、学生2,000円  新会員無料
	 会費は当日受付にてお支払いください。	
	 振り込みではお受けできません。
＊総会後カフェテリアにて懇親会を行います。
17：30お開き予定

平
素
よ
り
海
原
会
の
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
さ
て
、会
報
の
郵
送
に
利
用
し
て
お
り
ま
し
た
ヤ
マ
ト
運
輸
の

「
ク
ロ
ネ
コ
D
M
便
」終
了
に
伴
い
、
会
報
の
郵
送
は
「
ゆ
う
メ
ー
ル
」へ

移
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
総
会
の
出

欠
な
ど
で
用
い
て
い
た
ハ
ガ
キ
な
ど
の
「
信
書
」の
同
封
が
で
き
な
く
な

り
、以
下
の
代
替
手
段
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

①　
Q
R
コ
ー
ド
読
み
取
り
に
よ
る
回
答
（
推
奨
）

②　
ハ
ガ
キ
に
よ
る
郵
送

③　
海
原
会
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
か
ら
の
登
録

詳
細
は
次
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
変
更
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

会
報
の
郵
送
内
容
変
更
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

《重要》
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任意団体としての海原会	   一般社団法人  海原会

・会員個人が対外的に契約	 ・法人として対外的に契約
・会員個人が銀行口座を開設、維持	 ・法人の銀行口座を開設、維持
・責任の所在が曖昧	 ・責任の所在が法律に明記
・情報の開示の判断はその時の判断	 ・情報開示について一定の基準
・会員の善意に依存し業務を遂行	 ・法令に遵守して業務を遂行

➡
➡
➡
➡
➡

総会の式次第
◎会長挨拶　学園理事長、校長挨拶
◎２０２３年度活動報告・決算報告
◎２０２４年度活動計画・予算案
◎卒年表彰対象者への記念品贈呈
◎海城学園吹奏楽団の特別演奏
◎懇親会

５
年
ぶ
り
カ
フェ
テ
リ
ア
で
の
懇
親
会
実
施

５
年
ぶ
り
カ
フェ
テ
リ
ア
で
の
懇
親
会
実
施

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
対
応
し
て
組
織
体
制
を
整
備

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
対
応
し
て
組
織
体
制
を
整
備

第
１
０
３
回

第
１
０
３
回  

海
原
会
総
会

海
原
会
総
会

今
年
の
海
原
会
定
期
総
会
で
は
通
常
の
活

動
報
告
、予
算
決
算
報
告
の
他
に
、一
般
社
団

法
人
化
に
向
け
た
討
議
の
経
過
と
今
後
の
海

原
会
の
方
向
性
に
つい
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
化
に
つ
い
て
は
、三
年
前
の

海
原
会
発
足
百
周
年
の
こ
ろ
か
ら「
次
の
百
年

の
あ
る
べ
き
姿
」の
一
つ
と
し
て
検
討
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
。そ
し
て
、昨
冬
の
常
任
幹

事
会
に
お
き
ま
し
て
、一
般
社
団
法
人
化
す

る
こ
と
が
今
後
の
海
原
会
を
取
り
巻
く
情
勢

に
対
応
し
や
す
い
こ
と
が
常
任
幹
事
と
共
有

さ
れ
、一
般
社
団
法
人
化
を
模
索
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
化
を
検
討
す
る
に
到
っ
た

議
論
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
近
代
化
」と「
属
人

性
の
排
除
」で
す
。

近
年
、同
窓
会
活
動
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
が
不
可
欠
に

な
って
い
ま
す
。さ
ら
に
、コロ
ナ
を
機
に
総
会

の
参
加
や
会
議
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
導
入
さ
れ
た

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
有
償
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。現
状
で
は
役

員
の
個
人
カ
ー
ド
で
決
済
し
て
立
て
替
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、年
会
費
の
支
払
い
に
つ
い
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
や
スマ
ホ
決
済
の
希
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
現
状
の「
人
格
な
き
社

団
」と
い
う
立
場
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、個
人
の
力
に
よ
る

属
人
的
運
営
に
は
限
界
を
感
じ
、一
般
社
団

法
人
化
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
結
論
に
到

り
ま
し
た
。

海
原
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
元
に
成

り
立
って
き
ま
し
た
し
、そ
の
こ
と
自
体
は
今

後
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。海
原
会
の
組
織
に
つ

い
て
は
社
会
情
勢
に
沿
っ
た
形
に
変
え
て
次

の
世
代
が
運
営
し
や
す
く
し
、円
滑
に
バ
ト
ン

タッ
チ
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。そ
し
て
、次
の
百
年
で
は
海
原
会
と
い
う

同
窓
の
輪
が
母
校
海
城
と
と
も
に
さ
ら
に
大

き
く
た
く
ま
し
く
な
る
こ
と
を
願
って
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、海
原
会
定
期
総
会
で
の
ご
説

明
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

（
海
原
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
会
）

こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
を
目
指
し
て

こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
を
目
指
し
て

法
人
化
で
組
織
強
化

法
人
化
で
組
織
強
化

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
対
応

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
対
応

今
回
の
海
原
会
総
会
は
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
再
ス
タ
ー
ト
と
な
る
総
会
と

な
り
ま
す
。同
窓
生
が
対
面
で
自
由

な
交
流
、懇
親
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。５
年
ぶ
り
に
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
を

使
っ
て
の
懇
親
会
も
開
か
れ
ま
す
。皆

様
お
誘
い
合
わ
せ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

こ
の
３
年
間
変
則
的
な
か
た
ち
で
行
っ
て
き
ま
し
た
卒
年
表
彰
の
記
念

品
贈
呈
も
今
回
か
ら
は
ま
た
以
前
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。今
回
の
対

象
年
次
は
Ｈ
Ｐ
に
別
掲
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
ち
ら
も
こ
の

機
会
に
仲
間
に
同
期
会
な
ど
を
呼
び
か
け
て
総
会
に
参
加
し
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※上の画面が出てこない場合は、以下のURLを直接入力してみてください。
http://www.unabarakai.jp/communication/

上の検索結果をクリック
すると「海原会へのお問い合わ
せ・ご連絡」の画面に移ります。

③海原会の公式ウェブサイトからの登録
インターネットの検索サイトで「海原会　問い合わせ」と入力して検索
ボタンを押下し、「海原会へのお問い合わせ・ご連絡」をクリックしてく
ださい。すると以下の画面が出てきます。ここにお名前・メールアドレ
ス（任意）・タイトルに「総会に参加します（もしくは欠席します）」と記
入し、送信ボタンを押してください。

②ハガキによる郵送
ハガキに以下をご記入いただき郵送ください。
1.総会への参加申し込み   2.氏名（漢字・カナ）
3.近況（任意)   4.メールアドレス（持っている場合）
<郵送先> 	 〒169-0072　東京都新宿区大久保3-6-1
	 海城学園同窓会 海原会 事務局宛

①QRコード読み取りによる回答
スマートフォンやタブレット端末のカメラ機能でQRコードを読み込ん
でください。続いて「フォームに記入する」を押すと参加受付フォーム
がでてきますので順番に回答してください。

総会参加申込用
ＱＲコード

➡➡
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コロ
ナ
禍
は
過
ぎ
、普
通
に
過
ご
せ
る
日
が々
戻
っ

て
参
り
ま
し
た
。海
原
ゴルフ
会
も
恒
例
の
コンペ
開

催
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

前
回
か
ら
開
催
地
を「
紫
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
あ

や
めコ
ー
ス
」に
定
め
ま
し
た
。都
心
近
傍
で
あ
る
こ

と
に
よ
って
ア
ク
セ
スの
利
便
性
を
高
め
、ト
ー
タ
ルコ

ス
ト
の
低
減
を
実
現
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

メン
テ
ナンス
良
好
な
林
間
コー
スに
集
い
、旧
友
の

み
な
ら
ず
、新
旧
の
同
窓
と
の
親
睦
を
深
め
る
最
高

の
機
会
への
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

（
ゴルフ
部
会
副
部
会
長　
昭
和
57
年
卒　
荒
尾
純
平
）

開催要項
ゴルフコース	 紫あやめ36カントリークラブ東コース
	 〒278-0003 千葉県野田市鶴奉463-1
	 TEL 04-7124-1177
開催日時	 10月23日（水） 8:00集合
会費	 13,800円（セルフプレー・昼食付）
参加費	� 5,000円（賞品代・表彰パーティー軽食及

び1ドリンク付）
競技	 新ぺリア方式
クラブバス	 東武野田線野田市駅より15分
	 06:32・7:28（ギリギリになります）

申込方法	� ７月末日までに、左のゴルフ会専用アン
ケートQRコードから登録いただくか、二
面に掲載しております総会参加登録方法
の②(ハガキ)、③(海原会ホームページ)に
てお申込みください。

海
原
会
サ
ロ
ン

今
年
も
海
城
祭
に
海
原
会
サロンの
出
展
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

海
城
祭
は
総
会
と
並
ぶ
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
し
て
Ｏ
Ｂ
に
も
定
着
を

し
て
き
ま
し
た
。サ
ロン
で
は
海
城
学
園
の
歴
史
や
各
界
で
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ

の
紹
介
な
ど
を
中
心
に
展
示
を
い
た
し
ま
す
。ク
ラ
ス
会
や
同
期
会
の
集
合

場
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

サ
イ
エン
スセン
タ
ー（
新
理
科
館
）の
新

設
な
ど
時
代
を
先
取
り
し
な
が
ら
変
化
を

し
て
い
く
母
校
。そ
し
て
生
き
生
き
と
活

動
し
て
い
る
後
輩
た
ち
。往
時
の
自
分
の
姿

と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
時
代
の
変
化
を
肌

で
感
じ
る
良
い
機
会
と
な
る
は
ず
で
す
。

海
城
祭
は
9
月
14
日（
土
）・15
日（
日
）

開
催
予
定
で
す
。皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、海
原
会
サ
ロン
準
備
運
営
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ
け
る
方
も
募
集
を
し

て
い
ま
す
。総
会
の
折
な
ど
に
役
員
に
ぜ
ひ
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

（
総
支
配
人　
昭
和
41
年
卒　
森
山
昭
洋
）

「
海
原
会
賞
」は
毎
年
の
卒
業
生
の
中
か
ら
在
学
中
に
学
業
の
み
な
ら
ず
独
創
的

な
研
究
や
活
動
を
つ
づ
け
て
き
た
生
徒
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
、今
年
は
三
名
が

受
賞
を
し
た
。

扇
澤
和
也
さ
ん
は
、高
校
総
合
文
化

祭
将
棋
部
門
の
団
体
戦
に
お
い
て
東
京

都
代
表
と
し
て
出
場
し
活
躍
し
た
こ
と

に
よ
る
受
賞
。

蒋
騰
さ
ん
は
俳
句
甲
子
園
全
国
大
会

に
お
い
て
個
人
で
優
秀
賞
、団
体
戦
で
も

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
こ
と
に
よ
る
受

賞
。住

谷
拓
明
さ
ん
は
、全
国
高
等
学
校

生
徒
英
作
文
コン
テ
ス
ト
に
お
い
て
優
秀

賞
を
獲
得
す
る
と
と
も
に
、俳
句
甲
子

園
全
国
大
会
の
団
体
戦
に
お
い
て
も
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
こ
と
に
よ
る
受
賞
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

海
原
会
賞

今
年
の
受
賞
者
は
三
名

今
年
の
受
賞
者
は
三
名

昭
和
40	

矢
口　
　

茂

昭
和
34	

岩
崎　
　

武

昭
和
51	

前
垣
圭
一
郎

令
和
04	

室
田　

大
道

令
和
03	

山
田　

皆
視

昭
和
52	

原
科　
　

実

昭
和
34	

白
砂　

昌
彦

　
　
　
　
　

 （
５
万
円
）

昭
和
37	

山
崎　

哲
夫

令
和
05	

渡
部　
　

煌

昭
和
48	

熊
谷　

千
昭

平
成
21	

津
之　

浦
徹

平
成
03	

関
口　

智
和

平
成
24	

佐
々
木
健
太
朗

平
成
10	

稲
村　

一
隆

平
成
20	

服
部　

広
基

　
　
　
　
　

 （
４
万
円
）

平
成
26	

権　
　

俊
太

令
和
02	

岩
崎　

向
輝

昭
和
56	

鈴
木　

克
哉

令
和
05	

小
口　

泰
雅

　
　
　
　
　

 （
５
万
円
）

昭
和
51	

𠮷
岡　
　

勉

　
　
　

 （
追
加
５
万
円
）

平
成
28	

鈴
木　
　

光

　
　
　
　
　

 （
５
万
円
）

令
和
05	

小
松　

祐
太

平
成
20	

山
根　

正
嗣

令
和
05	

林　
　

優
真

平
成
29	

保　

護　

者

　

 （
寄
付
２
千
５
百
円
）

平
成
07	

平
沢　

裕
哉

昭
和
18	

匿　
　
　

名

昭
和
55	

久
保
田
浩
章

令
和
04	

綿
林　

晃
大

昭
和
39	

倉
田　

保
昭

　
　
　

 （
寄
付
３
万
円
）

昭
和
49	

永
沢　

清
宏

平
成
02	

成
川　

三
朗

令
和
02	

薄
井　

喬
史

昭
和
34	

片
柳　

鉚
太

　
　
　

 （
追
加
１
万
円
）

昭
和
41	

秋
山　

和
美

平
成
02	

持
田　

篤
史

　
　
　
　
　

 （
８
万
円
）

昭
和
57	

山
口　

洋
一

昭
和
37	

東　
　
　

博

　
　
　

 （
追
加
３
千
円
）

昭
和
41	

篠　

由
紀
男

　
　
　

 （
寄
付
２
千
円
）

昭
和
26	

前
田　

利
一

　
　
　

 （
寄
付
１
万
円
）

昭
和
34	

木
内　
　

毅

　
　
　

 （
３
万
２
千
円
）

昭
和
35	

荒
木
栄
八
郎

　
　
　
　
　

 （
１
万
円
）

昭
和
39	

原　
　

尚
志

　
　
　

 （
追
加
３
千
円
）

昭
和
23	

島
方　

重
泰

　
　
　

 （
寄
付
１
万
円
）

昭
和
59	

稲
葉　

久
人

平
成
16	

本
間　

千
尋

（
敬
称
略
）

永
年
会
費
納
入
者

令
和
５
年
11
月
か
ら
令
和
6
年
３
月

末
ま
で（
受
領
日
順
）。

永
年
会
費
を
納
入
さ
れ
て
い
る
方
に
も
、

封
入
作
業
の
都
合
で
、会
費
の
振
込
用
紙

が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ご
了
承
く
だ

さ
い
。

今
年
は
９
月

今
年
は
９
月
1414
日
、
日
、1515
日
に
開
催

日
に
開
催
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４
月
２
日
、第
31
回
海
城
高
校
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
6
時
の
開
演
前
に
は「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重
奏
」と
、「
混
合
十
重
奏
」

が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
の
演
奏
曲
は
、「
レ
ト
ロ
」「
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー・イ
ン・ブル
ー
」歌
劇「
カ

ヴ
ァ
ー
レ
リ
ア・ルス
テ
ィカ
ー
ナ
」よ
り
間
奏
曲「W

hat a W
onderful W

orld

」

「
丘
の
上
の
レ
イ
ラ
」の
4
曲
で
、指
揮
者
は
制
服
の
梅
下
一
成
君
で
し
た
。

休
憩
を
15
分
挟
ん
だ
あ
と
、団
員
は
紫
色
の
服
装
で
登
場
し
ま
し
た
。第

二
部
で
は
ラ
テン
系
の
曲
で
、ポ
ケッ
ト
モン
ス
タ
ー
よ
り「
メ
イ
ン
テ
ーマ
」次

は
指
揮
者
が
壇
上
で
飛
び
上
が
る「
エル・クンバン
チェロ
」の
と
て
も
賑
や
か

な
雰
囲
気
の
曲
で
、続
い
て「
英
雄
の
証
」最
後
は
指
揮
者
が
ゴ
ー
ル
ド
の
衣

装
で「
デ
ィ
ズニー・アッ
ト・ザ・ム
ー
ビ
ー
」で
締
め
、ア
ンコ
ー
ル
曲
を
一
曲
演

奏
し
、９
時
前
に
終
了
し
ま
し
た
。演
奏
の
た
び
に
後
ろ
の
壁
の
色
が
、赤
、青
、

緑
、橙
、黄
色
と
変
化
し
て
見
栄
え
が
あ
り
ま
し
た
。１
部
、２
部
で
司
会
者
が

替
わ
り
、両
者
と
も
話
す
内
容
が
面
白
く
て
飽
き
さ
せ
な
い
演
出
で
し
た
。

（
広
報
委
員
長   
昭
和
36
年
卒　
杉
山
紘
千
佳
）

成
人
を
祝
う
会

成
人
を
祝
う
会

1
月
8
日
に
海
城
の
講
堂
に
お
き
ま
し
て
、令
和
4
年
卒

の
成
人
を
祝
う
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。遠
く
は
ト
ロン
ト
か

ら
、２
５
０
人
以
上
の
卒
業
生
と
当
時
の
恩
師
が
集
う
盛
大

な
会
と
な
り
ま
し
た
。当
日
、海
原
会
の
Ｈ
Ｐの
撮
影
で
来
校

し
て
い
た
徳
光
和
夫

会
長（
昭
34
）が
飛
び

入
り
で
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

そ
の
後
は
カ
フェ
テ

リ
ア
に
場
所
を
移
し
て

の
懇
親
会
。コ
ロ
ナ
後

初
の
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
。懇
親
会
で
は

恩
師
か
ら
贈
ら
れ
た

樽
酒
も
振
る
舞
わ
れ
、

20
才
を
超
え
た
人
は

升
酒
を
酌
み
交
わ
し

ま
し
た
。

(

広
報
委
員
会)

第
三
十一回
海
城
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

第
三
十一回
海
城
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

業
種
別
海
原
会
合
同
新
年
会

約
50
人
が
参
加

コロ
ナ
禍
で
の
中
断
期
間
を
挟
み
、昨
年
よ
り
復
活
し
た
野
球
部
Ｏ
Ｂ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
。１
月
８
日
、今
年
も
晴
天
の
も
と
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。昨
年
よ
り
参
加
人
数
は
少
な
かった
も
の
の
、梶
監
督
や
佐
藤
先
生
、保
護
者

の
方
に々
も
選
手
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、Ｏ
Ｂ
３
チ
ー
ム
、現
役
１
チ
ー
ム
に

よ
る
総
当
た
り
戦
を
行
い
ま
し
た
。

安
全
面
に
配
慮
し
、飛
ば
な
いバッ
ト・飛
ば
な
い
ボ
ー
ル
を
使
用
し
て
の
運
営
で

し
た
が
、そ
こ
は
各
世
代
の
猛
者
た
ち
、そ
ん
な
制
限
な
ん
て
お
か
ま
い
な
し
と
、ピ

ン
ポ
ン
玉
の
よ
う
に
打
球
を
は
じ
き

返
す
様
子
は
大
い
に
見
応
え
が
あ
り

ま
し
た
。特
に
、２
０
２
３
年
シ
ー
ズン

に
東
京
大
学
野
球
部
正
捕
手
を
務

め
あ
げ
た
和
田
泰
晟
君（
Ｒ
２
年
卒
）

も
昨
年
に
引
き
続
き
参
戦
、力
強
いパ

フォ
ー
マン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。激

戦
を
制
し
、４
チ
ー
ム
の
頂
点

に
立
っ
た
の
は
、梶
監
督
と
そ
の
同
世

代（
私
含
む
）を
中
心
メ
ン
バ
ー
と
す

る「
ア
ラ
フ
ィ
フ
」チ
ー
ム
で
し
た
。梶

監
督
の
勝
負
勘
、益
田
先
輩
の
老
獪

（
？
）な
投
球
術
、令
和
卒
の
若
手
の

躍
動
、そ
し
て
年
の
割
に
は
動
け
る

我
々
97
年
卒
の
程
よ
い
活
躍
ぶ
り
が

う
ま
く
マッ
チ
ン
グ
し
、見
事
優
勝
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

試
合
後
は
、カ
フェテ
リ
ア
で
総
会

を
実
施
。梶
監
督
、山
本
部
長
よ
り
、

野
球
部
の
現
状
そ
し
て
こ
れ
か
ら
につ

い
て
お
話
い
た
だ
き
、野
球
部
Ｏ
Ｂ
で

も
あ
る
徳
光
会
長
か
ら
の
激
励
の
お

言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。伝
統
あ

る
野
球
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、堅
苦

し
さ
の
な
い
、柔
ら
か
な
雰
囲
気
の
中

で
進
行
す
る
Ｏ
Ｂ
会
も
ま
た
海
城
ら

し
さ
、と
言
え
ま
し
ょ
う
。

（
平
成
9
年
卒　
宇
野
晋
）

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

野
球
部
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
＆
Ｏ
Ｂ
総
会

演
出
に
も
工
夫
、飽
き
さ
せ
ず

演
出
に
も
工
夫
、飽
き
さ
せ
ず

徳
光
会
長
も

徳
光
会
長
も

飛
び
入
り
参
加

飛
び
入
り
参
加

去
る
1
月
27
日（
土
）午
後
３
時
か
ら
、海
城
学
園
カ
フェテ

リ
ア
に
お
い
て
、業
種
別
海
原
会
４
団
体
の
合
同
新
年
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。４
団
体
の
概
要
及
び
構
成
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。○
海
原
士
業
会：
弁
護
士
、公
認
会
計
士
、社
会

保
険
労
務
士
等
「
士
」の
つ
く
職
業
の
方
。 

○
海
原
メ
デ
ィ

ア
会
：
マスコ
ミ・芸
能
関
係
、著
述
業
等
の
方
。○
海
原
医

業
会：
医
師
、歯
科
医
師
、病
院
経
営
者
等
の
方
。
○
海
志

会
：
政
治
家
、秘
書
、公
務
員
等
の
方
。

コロ
ナ
禍
後
初
め
て
開
催
さ
れ
る
会
に
は
50
人
ほ
ど
の
海

城
Ｏ
Ｂ
が
集
結
、「
業
種
別
」海
原
会
の「
合
同
」新
年
会
な
の

で
、賀
詞
交
換
会
の
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。一
方
で
、同
期

と
わ
い
わ
い
や
っ
た
り
、当
時
の
先
生
の
話
で
盛
り
上
がっ
た

り
し
た
こ
と
か
ら
、や
は
り
同
窓
会
の
顔
も
見
え
ま
し
た
。今

回
は
久
し
ぶ
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
案
内
に
不
十
分
が
あ
り

ま
し
た
。ご
参
加
い
た
だ
け
な
かった
方
に
対
し
て
は
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。次
回
以
降
は
よ
り
多
く
の
方
が
ご
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。各
業
種
別
海
原
会
は

会
員
を
募
集
中
で
す
。参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、海
原
会
Ｈ

Ｐの「
海
原
会
への
お
問
い
合
わ
せ・ご
連
絡
」か
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。　　
　
　
　
　
　

    （
平
成
11
年
卒　
齊
籐
亮
輔
）
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昭
和
13	

稻
垣　
金
作	

R
5・7

昭
和
19	

改
森　
義
一	

昭
和
26	

岩
岡　
秀
典	

Ｒ
5・8・5

昭
和
28	

松
山　
　
秀	

昭
和
32	

松
岡　
征
治	

昭
和
33	

中
川　

一
毅	

Ｒ
5・11・8

昭
和
34	

岩
崎　
　
武	

Ｒ
5・11・8

昭
和
35	

荒
木
栄
八
郎	

Ｒ
4・6・3

昭
和
36	

乾　
　
吉
佑	

Ｒ
5・9・7

昭
和
36	

大
瀬　
直
彦	

Ｒ
6・2・27

昭
和
36	

山
崎　
正
昭	

Ｒ
5・11・9

昭
和
41	

森
田　
　
潤	

Ｈ
23・12・20

昭
和
41	

千
葉　
　
郁	

Ｈ
24・2・4

昭
和
42	

大
内　
孝
雄	

Ｒ
5・2

昭
和
42	

藤
井　
恒
実	

昭
和
44	

石
井　

一
郎	

Ｒ
1・7

昭
和
44	

中
村　
悦
雄	

Ｒ
4・2・15

昭
和
45	

加
藤
洋
一
郎	

Ｈ
30・10

昭
和
56	

河
野　
倫
数	

Ｒ
4・12・22

昭
和
58	

大
塚　
剣
康	

Ｈ
25・10

昭
和
62	

野
口　
　
厚	

Ｒ
5・12・4 

平
成
02	

萬
代　
知
哉	

Ｈ
23・4

訃 報 謹んでご冥福をお祈り申し上げます

（
平
成
３
年
卒
） 

事
務
室・入
試
広
報
部  

塩
田
顕
二
郎

２
０
１
１
年
、高
校
か
ら
の
生
徒
募
集
を
停
止
し
、完

全
中
高
一
貫
化
し
た
際
、グロー
バル
教
育へと
踏
み
出
す

こ
と
を
目
的
に
、ま
た
生
徒
の
多
様
性
を
担
保
す
る
た
め
、

帰
国
生
入
試
を
開
始
し
、様
々
な
国
や
地
域
で
の
生
活・

学
習
体
験
を
持
った
帰
国
生
を
毎
年
30
名
受
け
入
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、帰
国
生
の
中
か
ら
国
内
大
学
を
経

由
せ
ず
に
海
外
大
学
を
直
接
目
指
す
生
徒
が
出
始
め
ま

し
た
。そ
し
て
２
０
２
０
年
、ハー
バー
ド
大
学
への
進
学
者

を
輩
出
し
た
こ
と
が
後
輩
た
ちへの
さ
ら
な
る
励
み
と
な

り
、現
在
で
は
帰
国
生
の
み
な
ら
ず
、一
般
入
試
で
入
学

し
海
城
で
本
格
的
に
英
語
の
学
習
を
ス
タ
ー
ト
し
た
よ
う

世
界
へ
羽
ば
た
く
海
城
生

世
界
へ
羽
ば
た
く
海
城
生

な
生
徒
か
ら
も
海
外
大
学
へと
進
学
す
る
よ
う
に
なっ

て
い
ま
す
。今
年
、マ
サ
チュー
セッツ
工
科
大
学
、一
昨

年
に
カ
リ
フォルニ
ア
工
科
大
学
に
合
格
し
た
生
徒
は
、

ど
ち
ら
も
入
学
前
に
海
外
在
住
経
験
は
な
く
、一
般

入
試
で
入
学
し
て
い
ま
す
。

帰
国
生
の
支
援
や
海
外
大
学
進
学
の
個
別
指
導
を

担
当
す
る
グ
ロ
ー
バル
教
育
部
で
は「
海
外
大
学
進
学

説
明
会
」を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。昨
年
は
、一
時

帰
国
中
で
あ
っ
た
海
外
大
学
に
通
う
卒
業
生
が
来
校

し
、海
外
大
学
への
興
味・関
心
を
持
つ
生
徒・保
護
者

を
集
め
て
の
交
流
会
も
開
き
ま
し
た
が
、中
学
生
の
参

加
が
目
立
ち
ま
し
た
。今
後
一
層
、海
外
大
学
を
志

望
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
く
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、こ
の
4
月
か
ら
新
た
に

「
海
外
大
学
進
学
相
談
室
」が
2
号
館
1
階
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。「
海
外
大
学
を
目
指
し
た
い
が
、今
か
ら

ど
ん
な
準
備
が
必
要
で
す
か
」「
ア
メ
リ
カ
で
A
I
を

学
ぶ
に
は
ど
の
大
学
が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
」こ
の
よ
う

な
生
徒
や
保
護
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
、海
外
事
情
に

明
る
く
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
対
応
し
ま
す
。

こ
の
3
月
に
実
施
し
た
中
3
ア
メ
リ
カ
研
修
で
は
、ハー
バー
ド
大

学
見
学
の
際
、前
掲
の
同
大
学
に
進
学
し
た
卒
業
生
が
学
内
を
案
内

し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
先
輩
の
頼
も
し
い
姿
を
見
て
刺
激
を
受
け

た
生
徒
も
多
い
で
し
ょ
う
。一
方
で
彼
も
ま
た
入
学
後
、ボ
ス
ト
ン
周

辺
に
い
る
海
城
の
先
輩
た
ち
のコ
ミュニ
テ
ィ
ー
に
迎
え
ら
れ
、陰
に
陽

に
支
援
を
受
け
た
と
聞
いて
い
ま
す
。

海
外
に
駐
在
す
る
卒
業
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
都
市
で
の

海
原
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
は
海
外
大
学
に
通
う
卒

業
生
も
そ
こ
に
加
わ
り
、海
外
で
の
海
原
会
を
盛
り
立
て
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

学 園学 園
だ よりだ より

ご
退
職

31
年
間
海
城
学
園
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。そ
の
間
4
回
卒
業
生
を
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。最
初
の
卒
業
生
は
も
う
44

歳
く
ら
い
に
な
って
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

き
っと
社
会
の
様
々
な
場
所
で
大
活
躍
し
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

初
年
度
か
ら
中
学
1
年
生
の
担
任
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
時
ま

で
校
舎
内

を
巡
っ
た

こ
と
が
な

く
、
何
処

に
何
が
あ

る
か
も
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
状
態
で
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。保
護
者
や
生
徒
た
ち
に

色
々
質
問
さ
れ
て
も
答
え
ら
れ
ず
、冷
や
汗

を
か
い
た
こ
と
を
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い

ま
す
。

あ
る
年
、高
1
山
の
家
で
箱
根
へ
行
っ
た
時

の
こ
と
。
関

所
見
学
の
後

に
私
の
ク
ラ

ス
の
生
徒
た

ち
だ
け
が
私

の
ミ
ス
で
違

う
場
所
に
集

合
し
て
し
ま
い
大
失
敗
。そ
ん
な
時
も
生
徒
た

ち
は
優
し
く
、許
し
て
く
れ
ま
し
た
。な
ぜ
か

強
く
印
象
に
残
って
い
る
の
は
そ
の
よ
う
な
ミ

ス
ば
か
り
で
す
。

思
え
ば
そ
ん
な
私
を
支
え
て
く
れ
た
同
僚

教
職
員
の
皆
さ
ん
、私
の
失
敗
も
大
目
に
見
て

く
れ
た
生
徒
た
ち
、学
校
への
協
力
を
惜
し
ま

な
い
保
護
者
の
方
々
。全
て
の
関
係
者
に
助
け

ら
れ
て
無
事
最
後
ま
で
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
31
年
間
で
海
城
は
目
覚
ま
し
い
発
展

を
遂
げ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
更
な
る
躍
進

を
果
た
し
た
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。と
て
も
楽

し
み
で
あ
り
ま
す
。私
も
一
教
員
Ｏ
Ｂ
と
し
て

陰
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。長
い
間
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。さ
よ
う
な
ら
。

海
城
で
31
年

 

（
英
語
科
教
諭
）
竹
内
和
義 

先
生

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
案
内
し
て
く
れ
た
山
田
健
人
さ
ん（
令
和
２
年
卒
）

https://w
w

w.kaijo.ed.jp/students/33237

よ
り
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埼
玉
県
を
中
心
に
活
動

す
る
ト
ラ
ンペッタ
ー

那
須
一
元

那
須
一
元
ささ
んん

「
ツ
ルツ
ルス
キ
ンヘッ
ド
の
爺
い
な
の
で
、初
対
面

で
も
す
ぐ
に
わ
か
る
と
思
い
ま
す
よ
。」

そ
う
言
わ
れ
て
、イ
ン
タ
ビュー
を
さ
せ
て
も
ら

う
た
め
待
ち
合
わ
せ
を
し
た
。確
か
に
一
目
で
そ

の
人
だ
と
わ
か
っ
た
。そ
ん
な
特
徴
的
な
風
貌
の

那
須
さ
ん
は
、大
宮
中
央
青
果
市
場
に
勤
務（
現

在
は「
特
別
嘱
託
」）し
な
が
ら
、アマ
チュア
Ｊ
Ａ
Ｚ

Ｚバン
ド「Ocean Diam

ond Bigband

」の
ト
ラン

ペッ
タ
ー
、か
つバン
ドマス
タ
ー
を
し
て
い
る
。

同
バン
ド
は
、さ
い
た
ま
市
や
朝
霞
市
を
中
心

に
活
動
し
て
お
り
、「
ア
マ
チュア
と
い
え
ど
も
質
の

高
い
演
奏（
決
し
て
演
奏
技
術
が
す
ご
い
と
い
う

意
味
で
は
な
い
）を

し
た
い
。」と
い
う
共

通
の
考
え
を
持
っ
た

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、

２
０
１
２
年
6
月
に

発
足
し
た
。　
「
協
力

講
師
」と
し
て
、Ｊ
Ａ

Ｚ
Ｚ
界
の
名
ド
ラマ
ー

古
本
敬
三
さ
ん
が
音

楽
監
督
を
し
て
い
る
。
(

バン
ド
Ｈ
Ｐ
よ
り)

那
須
さ
ん
と
ト
ラ

ン
ペッ
ト
と
の
出
会
い

は
海
城
中
学
時
代
に

ま
で
遡
る
。

海
城
中
学
入
学
〜
ト
ラ
ンペット
と
の
出
会
い

入
学
前
か
ら
、那
須
さ
ん
は
海
城
と
浅
か
ら
ぬ

縁
が
あ
っ
た
。叔
父
さ
ん
も
海
城
出
身
だ
っ
た
こ
と
、

通
って
い
た
小
学
校
の
校
長
が
職
員
と
し
て
海
城

に
転
職
し
て
い
た
こ
と
な
ど
だ
。ま
た
、当
時
は
新

宿
区
に
住
ん
で
お
り（
母
校
は
淀
橋
第
七
小
学
校
）、

自
宅
か
ら
近
い
と
い
う
理
由
も
あ
って
、中
学
か
ら

海
城
に
進
学
し
た
。当
時
の
中
学
の
入
試
倍
率
は

そ
ん
な
に
高
く
は
な
かった
と
い
う
。

那
須
さ
ん
は（
旧
）吹
奏
楽
部
に
入
部
す
る
。ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
、ア
ル
ト
ホ
ルン
な
ど
の
楽
器
を
経
験

し
た
後
、ト
ラ
ンペッ
ト
を
演
奏
す
る
こ
と
と
な
り
、

那
須
さ
ん
は
ト
ランペッ
ト
と
出
会
う
。

当
時
の
吹
奏
楽
部
は
、作
曲
家
の
岩
井
直
溥
さ

ん
の
指
導
を
受
け
た
こ
と
も
あ
った
そ
う
だ
。

し
か
し
、当
時
の
音
楽
室
に
防
音
設
備
が
な
かっ

た
た
め
、近
隣
住
民
か
ら
の
苦
情
に
よ
り
、那
須
さ

ん
が
中
学
2
年
の
と
き
、吹
奏
楽
部
は
活
動
休
止

に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
。そ
の
後
、柔
道
部
や
写

真
部
な
ど
の
部
活
に
入
っ
た
が
、ト
ラ
ンペッ
ト
の
練

習
は
当
時
は
自
己
流
で
続
け
て
い
た
そ
う
だ
。

海
城
時
代
の
思
い
出

中
学
１
年
か
ら
高
校
１
年
生
ま
で
の
4
年
間
、

担
任
は
池
田
健
一
先
生（
英
語
科
）。

当
時
の
池
田
先
生
は
ま
だ
若
く
、「
熱
血
教
師
」

だ
っ
た
。家
庭
の
事
情
が
原
因
で
、那
須
さ
ん
が
危

険
な
目
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、池
田
先
生
が

助
け
く
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。こ
れ
に
は「
涙
な
く

し
て
は
語
れ
な
い
よ
」と
、那
須
さ
ん
は
今
で
も
感

謝
し
て
い
る
。

高
２
か
ら
は
文
Ｂコ
ー
ス（
当
時
）で
学
ん
だ
。担

任
は
小
垣
貞
夫
先
生（
国
語
科
）だ
。

他
に
印
象
に
残
って
い
る
先
生
は
？
と
聞
く
と
、

や
は
り
伝
説
の
長
島
先
生
の
話
が
出
て
き
た
。

長
島
先
生
は
、タ
バコ
を
吸
って
い
た
生
徒
を
見

つ
け
る
と
殴
り
は
し
た
も
の
の（
←
今
の
時
代
で
は

ア
ウ
ト
だ
が
）、停
学
処
分
に
は
し
な
かっ
た
そ
う

だ
。ま
た
、生
徒
を
怒
り
な
が
ら
も
、「
吸
っ
た
タ
バ

コ
を
ト
イ
レッ
ト
ペー
パー
で
包
ん
で
ト
イ
レ
に
流
せ

ば
隠
せ
る
」と
か
、「
タ
バコ
を
気
合
で
手
で
握
れ
ば

隠
せ
る
だ
ろ
」な
ど
ど
、隠
す
方
法
を
指
導（
？
）し

て
い
た
ら
し
い
。昔
な
が
ら
の
エピ
ソ
ー
ド
と
い
え
る
。

大
学
〜
社
会
人

那
須
さ
ん
は
、推
薦
で
拓
殖
大
学
商
学
部
に
入

学
。大
学
で
は
吹
奏
楽
部
で
ト
ラ
ンペッ
ト
を
演
奏

し
て
お
り
、応
援
団
と
も
一
緒
に
活
動
し
た
こ
と

も
あ
った
。

大
学
卒
業
後
は
、現
職
の
青
果
市
場
に
就
職
。

途
中
親
族
の
会
社
で
働
い
て
い
た
時
期
は
あ
っ
た

も
の
の
、現
在
も「
特
別
嘱
託
」と
し
て
同
市
場
に

勤
務
し
て
い
る
。「
市
場（
い
ち
ば
）」と
言
わ
れ
て
、

み
ん
な
が
想
像
す
る
よ
う
な
、「
競
り
」の
仕
事

も
し
て
い
た
そ
う
だ
。同
時
に
、ア
マ
チュア・ト
ラ

ンペッ
タ
ー
と
し
て
の
活
動
を
し
て
お
り
、２
０
１
２

年
か
ら
は
、前
述
の
通
り「Ocean Diam

ond 
Bigband

」で
の
活
動
を
行
って
い
る
。

夢
は
合
同
演
奏
へ
の
参
加

今
の
海
城
生
に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ
は
だ
け
は
伝
え

て
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
った
。

そ
れ
は
、「
現
役
吹
奏
楽
団
と
Ｏ
Ｂ
と
の
合
同
演

奏
の
と
き
は
、旧
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
も
混
ぜ
て
も
ら
い

た
い
」と
い
う
こ
と
だ
った
。

自
身
が
中
２
の
と
き
に
旧
吹
奏
楽
部
が
活
動
休

止
に
な
って
し
ま
っ
た
体
験
か
ら
き
て
い
る
の
だ
ろ

う
。「

で
も
、旧
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
は
上
手
く
な
い
よ
」

と
言
って
い
た
が
、そ
れ
は
謙
遜
だ
ろ
う
。

も
し
、現
役
吹
奏
楽
団
、同
Ｏ
Ｂ
に
旧
吹
奏
楽

部
Ｏ
Ｂ
を
加
え
た
三
者
で
の
合
同
演
奏
が
実
現
し

た
ら
、こ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
。

（
横
嶋
良
太　
記
）

㈱
大
宮
中
央
青
果
市
場
勤
務

今
回
紹
介
す
る「
海
城
人
」は
渡
邉
茂
樹
さ
ん

（
平
成
２
年
卒
）。「
東
京
人
」「
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
」な

ど
の
雑
誌
や
大
手
企
業
の
広
報
誌
に
て「
ひ
と
」、

「
ま
ち
」、「
食
」の
撮
影
を
中
心
に
活
動
。生
ま
れ

育
っ
た
品
川
区
で
は
、し
な
が
わ
観
光
協
会
な
ど

を
通
じ
て
地
元
品
川
区
の
商
店
街
の
人
の々
撮
影

も
数
多
く
行
う
、品
川
を
拠
点
に
活
動
す
る
写
真

家
で
あ
る
。そ
ん
な
渡
邉
さ
ん
が
写
真
家
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は「
30
歳
を
超

え
て
か
ら
」と
の
こ
と
。今
回
は
、そ
ん
な
渡
邉
さ
ん

の
高
校
時
代
か
ら
現
在
の
活
動
に
至
る
ま
で
に
つ

い
て
伺
った
。

高
校
時
代
は「
環
境
問
題
に
興
味
を
も
ち
、国

連
環
境
計
画(

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ)

で
働
き
た
い
」そ
ん
な
想
い

を
抱
い
て
い
た
そ
う
だ
。聞

く
と
、高
校
１
年
で
の
地
学

の
授
業
で
オ
ゾ
ン
層
破
壊

に
関
す
る
生
々
し
い
現
実

を
知
っ
た
の
が
き
っか
け
だ

と
い
う
。「
ラ
バン
バって
覚

え
て
る
？
」。筆
者
も
同
じ

先
生
か
ら
講
義
を
受
け
て

い
て
、あ
だ
名
と
共
に
当
時

が
蘇
った
。ち
な
み
に「
ラ
バ

ン
バ
」と
は
１
９
８
７
年
に
ア
メ
リ
カ
で
大
ヒッ
ト
し

たLos Lobos

の「La Bam
ba

」の
こ
と
で
、Ｐ
Ｖ
で

Vocal

の
姿
を
み
た
誰
か
が「
似
て
る
！
」と
気
付
い

て
大
ウ
ケ
し
キ
ャッ
チ
ー
な
曲
名
が
そ
の
ま
ま
あ
だ

名
に
な
っ
た
の
だ
。そ
ん
な
渡
邉
さ
ん
は
、当
時
の

文
Ｂ（
国
立
文
系
）コ
ー
ス
に
進
み
、Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐへの
就

職
を
志
し
て
上
智
大
学
法
学
部
国
際
関
係
法
学

科
へ進
学
す
る
。そ
し
て
４
年
次
に
は
交
換
留
学
生

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
モン
タ
ナ
大
学
に
１
年
間
留
学
。

そ
こ
で
当
時
は
日
本
で
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

雑
誌「National Geographic

」に
出
会
い
美
し
い

写
真
の
数
に々
感
動
を
覚
え
、こ
の
見
た
こ
と
の
な

かっ
た
感
動
が
写
真
家
への
道
を
志
す
き
っか
け
と

な
る
。留
学
か
ら
帰
国
、そ
し
て
大
手
企
業
へ
就
職

し
た
渡
邉
さ
ん
だ
が「
写
真
を
撮
り
た
い
」と
い
う

想
い
は
変
わ
ら
な
かった
と
言
う
。

そ
ん
な
社
会
人
生
活
を
送
って
い
た
渡
邉
さ
ん

に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
２
０
０
０
年
。東
京
の
魅
力

を
色
々
な
角
度
か
ら
発
信
す
る
雑
誌「
東
京
人
」

で
活
躍
さ
れ
て
い
た
写
真
家・渡
部
さ
と
る
さ
ん

に
憧
れ
、写
真
集
を
手
に
と
っ
た
そ
の
時「
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
弟
子
入
り
志
願
の

メ
ー
ル
を
出
し
た
」。

こ
の
１
通
の
メ
ー
ル
が
渡
邉
さ
ん
の
写
真
家
と
し

て
の
活
動
の
ス
タ
ー
ト
だ
。「
こ
の
積
極
性
って
、海

城
祭
に
来
場
し
た
女
子
高
生
を
最
大
限
に
お
も

て
な
し
す
る
積
極
果
敢
な
姿
勢
と
同
じ
だ
ね
ぇ
！
」

（
実
際
、発
し
た
の
は
、も
っ
と
砕
け
た
言
葉
で

あ
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
）。つ
い
つ
い
口
に
し

た
筆
者
の
ひ
と
言
に「
そ
う
そ
う
、同
じ
！
」と
ふ

た
り
で
笑
う
。そ
し
て
、そ
の
笑
顔
が
素
敵
な
渡
邉

さ
ん
が
撮
影
す
る
品
川
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
の

数
々
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

渡
邉
さ
ん
に
とって
、数
多
く
の
写
真
を
撮
り
続

け
る
品
川
は「
見
慣
れ
た
風
景
」が
制
約
に
な
る

と
い
う
。そ
の
制
約
に
対
し
て「
自
分
の
好
き
な
も

の
を
取
り
入
れ
る
」と
い
う
エッセ
ン
ス
を
加
え
て

新
た
な
気
付
き
を
見
つ
け
る
そ
う
だ
。戸
越
銀
座

の
見
慣
れ
た
風
景
に
は
好
き
な
読
書
を
取
り
入

れ
、商
店
主
の
方
に々
大
切
な
本
を
紹
介
し
て
も
ら

い「
商
店
主・本・お
店
」と
い
う
３
つ
の
視
点
を
重

ね
合
わ
せ
る
。海
岸
部
か
ら
内
陸
部
ま
で
起
伏
に

富
ん
だ
品
川
区
内
の
風
景
に
は
、好
き
な
街
並
み

散
策
を
ヒン
ト
に
、区
内
を
数
多
く
走
る
鉄
道
路

線
を
等
高
線
に
見
立
て
て
土
地
の
起
伏
の
変
化
と

鉄
道
路
線
を
重
ね
合
わ
る
。そ
こ
で
Ｑ
Ｒコ
ー
ド
を

通
し
て
渡
邉
さ
ん
の
作
品
を
是
非
み
て
ほ
し
い
。

品
川
に
馴
染
み
が
あ
る
方
に
は
見
慣
れ
た
風
景

に
対
し
て
、街
歩
き
や
鉄
道
が
趣
味
と
いっ
た
方
に

は
い
つ
も
と
違
う
視
線
に
対
し
て
、新
た
な
気
付

き
を
感
じ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。私
た
ち
の
普
段
の

生
活
も
、何
か
の
エッセンス
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

新
た
な
気
づ
き
と
変
化
が
生
ま
れ
る
。写
真
家・

渡
邉
さ
ん
への
取
材
を
通
し
て
、新
た
な
前
向
き

な
生
き
方
に
つい
て
学
ん
だ
気
が
す
る
。

（
樵　
裕
介　
記
）

品
川
を
拠
点
に
活
動

す
る
フ
ォ
ト
グ
ラ
ファ
ー

渡
邉
茂
樹

渡
邉
茂
樹
ささ
んん

わ
た
な
べ　
し
げ
き
（
平
成
２
年
卒
）

な
す　
か
ず
ゆ
き
（
昭
和
49
年
卒
）

フォ
ト
グ
ラ
ファ
ー
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清
水
章
弘
さ
ん
は
、中
高
時
代
に
生
徒
会
長
、

サ
ッ
カ
ー
部
、応
援
団
長
、文
化
祭
実
行
委
員
長

を
経
験
し
な
が
ら
東
京
大
学
に
現
役
で
合
格
。

自
身
の
時
間
の
使
い
方
や
効
率
的
な
勉
強
法
を

体
系
化
し
、学
習
塾「
プ
ラ
ス
テ
ィ
ー
」を
起
業
し

て
、現
在
は
東
京・
大
阪・
京
都
で
経
営
し
代
表

を
務
め
な
が
ら
、「
ど
う
し
た
ら
学
び
を
深
め
ら

れ
る
の
か
、ど
う
し
た
ら
学
び
を
楽
し
め
る
の
か
」

を
研
究
し
て
、そ
の
成
果
を
本
に
し
た
り
、全
国

の
小
中
高
校
で
講
演
し
て
い
る（
も
ち
ろ
ん
海
城

で
も
）。Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ「
ひ

る
お
び
」に
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
出
演
し
て
、教

育
以
外
の
政
治
や
社
会
問

題
に
つ
い
て
も
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。ま
た
創
業
以
来
、

公
教
育
支
援
を
続
け
て
お

り
、青
森
県
三
戸
町
教
育

委
員
会
の
学
習
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
も
務
め
て
い
る
。

中
学
社
会
科
レ
ポ
ー

ト
が
き
っ
か
け
、海
城

に
感
謝
！

教
育
の
仕
事
に
関
わ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

中
２
の
時
の
社
会
科
レ
ポ
ー
ト
の
取
材
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

「
私
が
中
２
の
時
に
、た
ま
た
ま
テ
レ
ビ
で
見
て

い
た「
ゆ
と
り
教
育
の
是
非
」に
つ
い
て
議
論
し
て

い
る
番
組
の
中
で
、１
９
８
７
年
生
ま
れ
以
降
は

学
力
が
低
下
す
る
と
い
う
指
摘
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、１
９
８
７
年
生
ま
れ
の
ゆ
と
り
第
1
世

代
だ
っ
た
の
で
、「
な
ん
で
俺
た
ち
が
馬
鹿
と
言
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
！
」と
い
う
思
い
を

強
く
し
ま
し
た
。そ
こ
で
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
は
こ

れ
に
し
よ
う
と
、教
育
界
で
著
名
な
先
生
方
に
取

材
を
し
ま
し
た
。中
で
も
早
大
総
長
を
務
め
ら
れ

た
故
西
原
春
夫
先
生
か
ら
は「
森
羅
万
象
全
て

が
師
」と
い
う
素
晴
ら
し
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。取
材
し
た
方
へ々の
ご
縁
も
感
じ
ま
し
た
し
、

こ
う
い
う
方
が々
教
育
に
携
わ
って
い
る
の
な
ら
こ

の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
、そ
れ
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
は
全
て
教

育
問
題
に
し
ま
し
た
。参
考
文
献
と
し
て
読
ん
で

い
て
一
番
面
白
か
っ
た
の
が
当
時
、東
大
教
育
学

部
の
黄
金
時
代
と
言
わ
れ
て
い
た
先
生
方
が
書

か
れ
た
本
だ
っ
た
の
で
、こ
の
先
生
方
に
学
び
た
い

と
思
い
東
大
教
育
学
部
へ
進
学
し
て
教
育
学
を

研
究
し
、「
学
び
を
深
め
る
、そ
し
て
学
び
を
楽
し

む
」仕
事
を
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

嘘
み
た
い
な
本
当
の
話
で
す
が
、大
学
１
年
の
時

に
海
城
で
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
ら
、優

を
も
ら
い
す
ご
く
褒
め
ら
れ
ま
し
た（
笑
）。も
し

海
城
に
入
って
い
な
か
っ
た
ら
、今
の
仕
事
に
は
就

い
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
複

眼
的
に
物
事
を
見
る
目
が
養
わ
れ
た
の
で
、仕
事

に
と
て
も
役
立
って
い
ま
す
。私
の
原
点
は
全
て

海
城
で
す
。今
が
と
て
も
幸
せ
な
の
で
す
ご
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。母
校
に
恩
返
し
、発
展
に
寄
与

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。」　　

海
城
の
良
さ
と
は

海
城
時
代
を
振
り
返
る
と
、「
海
城
は
良
い
学

校
で
す
。と
て
も
居
心
地
が
良
か
っ
た
。探
究
心

の
旺
盛
な
い
ろ
ん
な
先
生
が
い
る
の
で
、マニ
ア
ッ

ク
な
生
徒
に
フ
ィッ
ト
し
て
い
た
し
、先
生
と
生
徒

と
の
距
離
感
が
絶
妙
で
し
た
。厳
し
い
先
生
、優
し

い
先
生
、生
徒
に
無
関
心
な
先
生（
笑
）が
い
て
生

徒
に
寄
り
添
って
く
れ
ま
し
た
。特
に
思
い
出
に

残
って
い
る
の
が
中
三
担
任
の
福
田
先
生
で
、道
徳

の
授
業
は
通
年
で
映
画
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

と
、夏
休
み
宿
題
の
沢
木
耕
太
郎「
深
夜
特
急
」

を
読
む
こ
と
で
し
た
ね
。人
生
の
示
唆
を
も
ら
い

ま
し
た
。私
は
と
て
も
褒
め
ら
れ
た
生
徒
で
は
な

かっ
た
で
す
。白
か
ば
ん
の
自
由
化
な
ど
、た
く
さ

ん
の
校
則
を
変
え
る
一
方
で
、歴
代
最
も
だ
ら
し

な
い
生
徒
会
長
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

今
回
紹
介
す
る「
海
城
人
」は
渡
邉
茂
樹
さ
ん

（
平
成
２
年
卒
）。「
東
京
人
」「
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
」な

ど
の
雑
誌
や
大
手
企
業
の
広
報
誌
に
て「
ひ
と
」、

「
ま
ち
」、「
食
」の
撮
影
を
中
心
に
活
動
。生
ま
れ

育
っ
た
品
川
区
で
は
、し
な
が
わ
観
光
協
会
な
ど

を
通
じ
て
地
元
品
川
区
の
商
店
街
の
人
の々
撮
影

も
数
多
く
行
う
、品
川
を
拠
点
に
活
動
す
る
写
真

家
で
あ
る
。そ
ん
な
渡
邉
さ
ん
が
写
真
家
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は「
30
歳
を
超

え
て
か
ら
」と
の
こ
と
。今
回
は
、そ
ん
な
渡
邉
さ
ん

の
高
校
時
代
か
ら
現
在
の
活
動
に
至
る
ま
で
に
つ

い
て
伺
った
。

高
校
時
代
は「
環
境
問
題
に
興
味
を
も
ち
、国

連
環
境
計
画(

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ)

で
働
き
た
い
」そ
ん
な
想
い

を
抱
い
て
い
た
そ
う
だ
。聞

く
と
、高
校
１
年
で
の
地
学

の
授
業
で
オ
ゾ
ン
層
破
壊

に
関
す
る
生
々
し
い
現
実

を
知
っ
た
の
が
き
っか
け
だ

と
い
う
。「
ラ
バン
バって
覚

え
て
る
？
」。筆
者
も
同
じ

先
生
か
ら
講
義
を
受
け
て

い
て
、あ
だ
名
と
共
に
当
時

が
蘇
った
。ち
な
み
に「
ラ
バ

ン
バ
」と
は
１
９
８
７
年
に
ア
メ
リ
カ
で
大
ヒッ
ト
し

たLos Lobos

の「La Bam
ba

」の
こ
と
で
、Ｐ
Ｖ
で

Vocal

の
姿
を
み
た
誰
か
が「
似
て
る
！
」と
気
付
い

て
大
ウ
ケ
し
キ
ャッ
チ
ー
な
曲
名
が
そ
の
ま
ま
あ
だ

名
に
な
っ
た
の
だ
。そ
ん
な
渡
邉
さ
ん
は
、当
時
の

文
Ｂ（
国
立
文
系
）コ
ー
ス
に
進
み
、Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐへの
就

職
を
志
し
て
上
智
大
学
法
学
部
国
際
関
係
法
学

科
へ進
学
す
る
。そ
し
て
４
年
次
に
は
交
換
留
学
生

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
モン
タ
ナ
大
学
に
１
年
間
留
学
。

そ
こ
で
当
時
は
日
本
で
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

雑
誌「National Geographic

」に
出
会
い
美
し
い

写
真
の
数
に々
感
動
を
覚
え
、こ
の
見
た
こ
と
の
な

かっ
た
感
動
が
写
真
家
への
道
を
志
す
き
っか
け
と

な
る
。留
学
か
ら
帰
国
、そ
し
て
大
手
企
業
へ
就
職

し
た
渡
邉
さ
ん
だ
が「
写
真
を
撮
り
た
い
」と
い
う

想
い
は
変
わ
ら
な
かった
と
言
う
。

そ
ん
な
社
会
人
生
活
を
送
って
い
た
渡
邉
さ
ん

に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
２
０
０
０
年
。東
京
の
魅
力

を
色
々
な
角
度
か
ら
発
信
す
る
雑
誌「
東
京
人
」

で
活
躍
さ
れ
て
い
た
写
真
家・渡
部
さ
と
る
さ
ん

に
憧
れ
、写
真
集
を
手
に
と
っ
た
そ
の
時「
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
弟
子
入
り
志
願
の

メ
ー
ル
を
出
し
た
」。

こ
の
１
通
の
メ
ー
ル
が
渡
邉
さ
ん
の
写
真
家
と
し

て
の
活
動
の
ス
タ
ー
ト
だ
。「
こ
の
積
極
性
って
、海

城
祭
に
来
場
し
た
女
子
高
生
を
最
大
限
に
お
も

て
な
し
す
る
積
極
果
敢
な
姿
勢
と
同
じ
だ
ね
ぇ
！
」

（
実
際
、発
し
た
の
は
、も
っ
と
砕
け
た
言
葉
で

あ
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
）。つ
い
つ
い
口
に
し

た
筆
者
の
ひ
と
言
に「
そ
う
そ
う
、同
じ
！
」と
ふ

た
り
で
笑
う
。そ
し
て
、そ
の
笑
顔
が
素
敵
な
渡
邉

さ
ん
が
撮
影
す
る
品
川
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
の

数
々
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

渡
邉
さ
ん
に
とって
、数
多
く
の
写
真
を
撮
り
続

け
る
品
川
は「
見
慣
れ
た
風
景
」が
制
約
に
な
る

と
い
う
。そ
の
制
約
に
対
し
て「
自
分
の
好
き
な
も

の
を
取
り
入
れ
る
」と
い
う
エッセ
ン
ス
を
加
え
て

新
た
な
気
付
き
を
見
つ
け
る
そ
う
だ
。戸
越
銀
座

の
見
慣
れ
た
風
景
に
は
好
き
な
読
書
を
取
り
入

れ
、商
店
主
の
方
に々
大
切
な
本
を
紹
介
し
て
も
ら

い「
商
店
主・本・お
店
」と
い
う
３
つ
の
視
点
を
重

ね
合
わ
せ
る
。海
岸
部
か
ら
内
陸
部
ま
で
起
伏
に

富
ん
だ
品
川
区
内
の
風
景
に
は
、好
き
な
街
並
み

散
策
を
ヒン
ト
に
、区
内
を
数
多
く
走
る
鉄
道
路

線
を
等
高
線
に
見
立
て
て
土
地
の
起
伏
の
変
化
と

鉄
道
路
線
を
重
ね
合
わ
る
。そ
こ
で
Ｑ
Ｒコ
ー
ド
を

通
し
て
渡
邉
さ
ん
の
作
品
を
是
非
み
て
ほ
し
い
。

品
川
に
馴
染
み
が
あ
る
方
に
は
見
慣
れ
た
風
景

に
対
し
て
、街
歩
き
や
鉄
道
が
趣
味
と
いっ
た
方
に

は
い
つ
も
と
違
う
視
線
に
対
し
て
、新
た
な
気
付

き
を
感
じ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。私
た
ち
の
普
段
の

生
活
も
、何
か
の
エッセンス
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

新
た
な
気
づ
き
と
変
化
が
生
ま
れ
る
。写
真
家・

渡
邉
さ
ん
への
取
材
を
通
し
て
、新
た
な
前
向
き

な
生
き
方
に
つい
て
学
ん
だ
気
が
す
る
。

（
樵　
裕
介　
記
）

た
が
、そ
ん
な
私
に
卒
業
式
の
答
辞
を
任
せ
て
く

れ
た
こ
と
に
は
今
で
も
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
生
徒
を
許
容
し
て
く
れ
る
懐
の
深
さ

が
あ
り
ま
し
た
。ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
海
城
の

良
さ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。　

海
城
生
へ

挑
戦
や
失
敗
を
許
容
し
て
く
れ
る
学
校
な
の

で
ど
ん
ど
ん「
動
い
て
」学
校
生
活
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
。動
け
ば
動
く
ほ
ど
面
白
い
で
す
よ
。岸

田
首
相
は
開
成
出
身
な
の
で
、是
非
こ
れ
か
ら
先

に
海
城
か
ら
首
相
が
出
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

海
原
会
の
皆
様
へ

学
校
が
こ
の
50
年
間
で
も
の
す
ご
く
変
わ
り

ま
し
た
。豪
快
な
世
代
か
ら
研
究
色
の
強
い
学
校

へと
変
わ
って
き
ま
し
た
が
、Ｏ
Ｂ
同
士
が
世
代
を

超
え
て
縦
の
ラ
イ
ン
を
結
び
、特
に
50・60
代
の
Ｏ

Ｂ
の
皆
さ
ん
に
は
そ
の
豪
快
な
風
を
現
役
生
に

送
り
こ
ん
い
た
だ
き
た
い
で
す
。昔
の
海
城
生
か

ら
今
の
海
城
生
へ
と
、そ
の
グ
ラ
デ
ー
ション
を
描

け
る
こ
と
が
伝
統
校
と
し
て
の
強
み
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

（
深
田　
誠　
記
）

Ｔ
Ｖ
コメ
ン
テ
ー
タ
ー
と

し
て
も
活
躍
す
る
教
育

の
プロフェッショ
ナ
ル

清
水
章
弘

清
水
章
弘
ささ
んん

「
勉
強
の
や
り
方
」を
教
え
る
塾
プ
ラ
ス
ティ
ー
代
表

し
み
ず  

あ
き
ひ
ろ
（
平
成
18
年
卒
）
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■ 
お
二
人
と
も
野
球
部
Ｏ
Ｂ
と
の
こ
と
で
す

が
…

深
田
誠
さ
ん（
以
下
：
父
）　
私
は
中
学
は
投
手

で
高
校
は
内
外
野
を
守
り
ま
し
た
。当
時
は
部

長
が
河
原
先
生
、監
督
が
田
中
政
先
生
で
し
た
。

海
城
は
高
野
連
の
当
番
校
で
、グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は

公
式
戦
を
し
て
い
ま
し
た
。

深
田
聖
さ
ん（
以
下
：
子
）　

私
は
サ
ー
ド
で

し
た
。田
中
政
先
生
が
監
督
と
し
て
最
後
の
年

で
、現
監
督
の
梶
先
生
に
も
ご
指
導
を
受
け
て
い

ま
し
た
。ま
だ
中
高
一
貫
に
な
る
前
で
、高
入
生

（
高
校
か
ら
の
入
学
生
）は
皆
う
ま
く
て
、海
中

出
身
は
控
え
に
回
る
人
も
多
い
印
象
で
し
た
。

父 

高
３
の
夏
の
予
選
で
八
丈
高
校
と
対
戦
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。ず
い
ぶ
ん
経
って
か
ら
図

書
館
で「
ぼ
く
ら
の
甲
子
園
」と
い
う
挿
絵
の
多

い
本
を
見
つ
け
、手
に
取
る
と
、八
丈
高
校
が
初

め
て
公
式
戦
に
出
た
と
き
の
物
語
で
、対
戦
校
が

私
が
出
場
し
た
と
き
の
海
城
。挿
絵
の
対
戦
校
の

ユニフォ
ー
ム
に
海
城
の
文
字
が
あ
る
ん
で

す
。一
つ
の
試
合
で
も
こ
ん
な
に
大
事
な

こ
と
で
、ご
縁
が
あ
る
の
だ
な
と
驚
き
ま

し
た
。

子 

私
は
、ス
タ
メ
ン
の
選
手
が
脱
水
症
状

で
足
が
つって
し
ま
い
、控
え
だ
っ
た
私
が

急
遽
出
る
こ
と
に
な
っ
た
試
合
が
思
い
出

で
す
。

父 

あ
の
と
き
、神
宮
第
二
の
客
席
に
い
た

け
ど
、深
田
コ
ー
ル
が
す
ご
か
っ
た
よ
な
。

あ
の
声
援
は
聞
こ
え
た
？

子 
う
ん
、そ
れ
は
も
う
。

父 
私
と
し
て
は
、我
が
子
が
図
ら
ず
も
試
合
に

出
た
こ
と
は
う
れ
し
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、出
ら
れ

な
か
っ
た
子
が
い
る
わ
け
で
す
。そ
の
子
が
案
じ

ら
れ
て
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
で
し
た
。

子 

試
合
は
海
城
が
勝
ち
ま
し
た
が
、自
分
は
打

席
で
ショー
ト
フ
ラ
イ
に
な
って
し
ま
う
な
ど
悔
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
。

父 

そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
さ
ら
に
も
う
一
つ
勝
って

い
た
ら
、私
の
率
い
る
修
徳
と
の
対
戦
だ
っ
た
の

で
、や
り
た
かっ
た
よ
う
な
、困
っ
た
よ
う
な
…
。

良
い
思
い
出
で
す
。

■ 

お
二
人
の
志
望
動
機
は
？

父 

小
学
生
の
時
、私
に
は
人
生
の
青
写
真
が
あ

り
ま
し
て（
笑
）。大
学
付
属
で
６
年
間
思
い
き
り

野
球
を
し
、六
大
学
野
球
で
名
を
上
げ
プロ
に
入
る

と
。し
か
し
、受
験
に
失
敗
し
、二
次
で
海
城
中
に
入

り
ま
し
た
。

子 
私
は
友
だ
ち
が
塾
に
行
って
い
て
、楽
し
そ
う

だ
っ
た
の
で
自
分
も
行
か
せ
て
も
らっ
た
ら
、そ
こ
が

中
学
受
験
の
塾
で
、ど
こ
か
を
受
験
す
る
と
い
う
流

れ
に
な
って
、父
に
連
れ
て
行
って
も
ら
っ
た
こ
と
の

あ
る
海
城
し
か
知
ら
な
かっ
た
の
で
海
城
を
志
望
し

ま
し
た
。

■ 

海
城
に
行
け
と
は
言
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
ね
？

子 

思
え
ば
父
は
家
で
ず
っと
校
歌
を
歌
って
い
ま
し

た
。そ
れ
が
洗
脳
と
言
わ
れ
た
ら
ど
う
な
ん
で
し
ょ

う
ね
？

父 

違
う
違
う（
笑
）。私
は
海
城
の
校
歌
が
好
き
な

ん
で
す
。

子 

で
も
、お
か
げ
で
入
学
前
に
は

校
歌
が
歌
え
る
よ
う
に
な
って
い
て

助
か
り
ま
し
た（
笑
）。

父 

聖
が
受
験
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
と
き
は「
Ｇ
Ｏ
」と
い
う
気
持

ち
で
し
た
。合
格
し
た
と
き
の
感
想

な
の
で
す
が
、聖
を
通
し
て
も
う
一

度
海
城
生
に
な
れ
る
と
い
う
ワ
ク

ワ
ク
し
た
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

■ 

野
球
以
外
で
在
学
中
の
思
い

出
は

父 

高
２・３
で
担
任
い
た
だ
い
た
美
術
の
草
野
先
生
。

自
ら
デ
ッ
サ
ン
の
モ
デ
ル
に
な
り
、芸
術
の
た
め
な
ら

脱
ぐ
と（
笑
）。と
に
か
く
個
性
が
す
ご
かっ
た
で
す
。

あ
と
は
英
語
の
池
田
健
一
先
生
。池
田
先
生
の
愛
の

鞭
は
厳
し
かっ
た
が
、そ
の
お
か
げ
で
英
語
の
教
員
に

な
り
、勤
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
って
い
ま

す
。

子 

私
は
中
２
の
担
任
の
斉
田
先
生
。斉
田
先
生
も

個
性
的
で
し
た
。ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
で
は
み
ん

な
背
筋
が
ピ
ン
と
伸
び
る
ん
で
す
。そ
う
せ
ざ
る
を

得
な
い
空
気
が
漂
い
ま
し
た
。武
道
は
柔
道
の
選
択

だ
っ
た
の
で
、柔
道
で
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

■ 

お
二
人
は
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
ず
っ
と
海
城

を
見
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、自
分
の
こ
ろ
か
ら
今
の

海
城
ま
で
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

父 

私
の
時
の
海
城
は
一
目
見
て
分
か
る
や
ん
ち
ゃ

な
子
が
い
る
感
じ
で
し
た
。ビ
シッ
と
リ
ー
ゼン
ト
を

決
め
た
先
輩
も
い
た
し（
笑
）。

子 

私
の
時
は
や
ん
ち
ゃ
の
ベク
ト
ル
が
違
って
、見
て

も
分
か
ら
な
い
感
じ
。体
を
張
って
い
な
い
分
、陰
湿

か
な
と
感
じ
る
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

父 

生
徒
の
気
質
は
世
代
を
経
れ
ば
変
わ
る
も
の
な

の
で
し
ょ
う
ね
。若
手
の
Ｏ
Ｂ
の
話
を
聞
く
と
、最
近

の
海
城
生
の
興
味
は
受
験
の
た
め
の
勉
強
か
ら
探

究
の
域
に
達
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

子 

私
の
時
か
ら「
新
し
い
紳
士
」と
い
う
教
育
目
標

は
あ
っ
た
け
ど
、新
し
さ
の
形
も
変
わ
る
ん
で
し
ょ

う
ね
。

父 

優
秀
な
子
が
多
い
の
は
間
違
い
な
い
の
で
、某
高

校
の
よ
う
に
総
理
大
臣
を
輩
出
で
き
た
ら
う
れ
し

い
な（
笑
）。

子 

私
た
ち
含
め
、グ
ロ
ー
バル
な
視
野
を
持
っ
た
若

手
Ｏ
Ｂ
は
、海
外
の
大
学
や
研
究
機
関
や
企
業
な
ど

で
人
脈
を
作
り
、活
躍
し
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

父 

海
城
生
に
は
海
城
の
良
さ
を
卒
業
し
て
か
ら
噛

み
し
め
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。今
思
って
も
先
生

方
の
懐
の
深
さ
、熱
心
さ
は
す
ご
かっ
た
で
す
。こ
れ

が
海
城
の
伝
統
か
な
。

子 

今
、仕
事
で
新
入
社
員
の
ト
レ
ー
ナ
ー
的
業
務
を

し
て
い
る
の
で
す
が
、一
般
的
な
枠
の
中
に
収
ま
る

人
が
多
い
印
象
で
す
。海
城
の
新
し
い
紳
士
た
ち
は

均
質
化
さ
れ
ず
個
性
的
で
尖
って
い
て
ほ
し
い
な
と

思
い
ま
す
。

父 

遊
び
や
人
間
ら
し
さ
が
海
城
だ
よ
ね
。そ
う
い

う
の
は
海
城
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
。

子 

海
城
ら
し
さ
の
元
は
先
生
で
し
ょ
う
か
。父
と
は

33
才
離
れ
て
い
ま
す
が
、海
城
は
私
立
な
の
で
転
勤

が
な
い
た
め
、何
人
も
の
共
通
の
恩
師
が
い
ま
す
。

父 

学
校
に
立
ち
寄
れ
ば
い
つ
で
も
恩
師
に
会
え
る

し
、ま
さ
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
だ
ね
。

子 

そ
う
い
う
海
城
に
通
え
て
良
かっ
た
し
、次
の
世

代
に
も
そ
う
思
って
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

■ 

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
お
話
を
伺
え
る
親
子
の
海
城
Ｏ
Ｂ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。自
薦
他
薦
問
い
ま
せ
ん
。是

非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

  
親
子
で
海
城
①

深
田
誠　
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長　
昨
年
度
ま
で
修
徳
高
校

で
野
球
部
長　
今
春
か
ら
公
立
小
学
校
の
副
校
長
補
佐

深
田
聖　
野
球
部
Ｏ
Ｂ　
富
士
通
勤
務

 
（
昭
和
53
年
卒
）
父  

深ふ
か
だ田　

誠ま
こ
と 

さ
ん

 
（
平
成
24
年
卒
）
子  

深ふ
か
だ田　

聖た
か
し 

さ
ん

と
吉
本
く
ん
。そ
の「
ヨコ
揺
れ
の
間
合
い
」が「
こ
の

年
齢
に
な
って
よ
う
や
く
つ
か
め
た
気
が
す
る
よ
」

若
き
頃
、映
画『
ベニ
ー
グ
ッ
ド
マン
物
語
』で
、ジ
ャ

ズ
の
名
曲『M

em
ories Of You

』を
聴
い
て「
こ
れ
が

ジ
ャ
ズ
か
！
」と

感
激
。
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
が
奏
で
る

ゆ
っ
た
り
と
し

た
メ
ロ
デ
ィ
の
中

に
漂
う
哀
切
感
。

「
ジ
ャ
ズ
は〝
会

話
〟な
ん
だ
な
。ピ
ア
ノ
や
ベー
ス
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、ド

ラ
ム
が
ス
ウ
ィン
グ
し
な
が
ら〝
会
話
〟を
す
る
。そ
の

リ
ズ
ム
に
い
か
に
のって
い
く
か
、間
合
い
が
難
し
い
。瞬

「
気
の
お
け
な
い
語
ら
い
の
場
に
さ
り
げ

な
く
流
れ
る
ジ
ャ
ズ
。そ
ん
な
雰
囲
気
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
ね
」と
言
う
の

は
、「
36
会
」の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
、吉
本
泰

一
郎
君
で
す
。コロ
ナ
禍
で
休
ん
で

い
た
、吉
本
君
も
参
加
す
る
ジ
ャ
ズ

ラ
イ
ブ
が
４
月
26
日
、久
し
ぶ
り
に

再
開
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
改
め
て
吉

本
君
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
愛
、ジ
ャ
ズ
に

寄
せ
る
想
い
を
聞
き
ま
し
た
。

60
年
を
超
え
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

歴
、ジ
ャ
ズ
と
の
付
き
合
い
も
長
い
。「
ジ
ャ
ズ
は
ヨ
コ
に

揺
れ
る
。タ
テ
揺
れ
の
演
歌
が
身
近
に
あ
っ
た
せ
い
か
、

ヨコ
揺
れ
の
間
合
い
が
な
か
な
か
つ
か
め
な
かっ
た
な
」

発
力
も
求
め
ら
れ
る
し
ね
」

「
ジ
ャ
ズ
は
特
別
で
は
な
い
。生
活
に
溶
け
込

ん
だ
も
の
」が
持
論
。「
僕
ら
は
プ
ロ
じ
ゃ
な
い
。

良
き
仲
間
と
の
会
話
を
楽
し
み
美
味
い
酒
を
飲

む
。背
景
に
は
バン
ド
が
演
奏
す
る
ジ
ャ
ズ
の
名

曲
。そ
う
い
う
場
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
て
い
る

ん
で
す
よ
」

主
催
は「
ス
カ
し
て
い
る
シニ
ア
の
会
」。「
ス
カ

す
」と
は「
気
取
る
」「
カッコつ
け
る
」の
意
。一

般
的
に
は
誉
め
言
葉
で
は
な
い
け
れ
ど
、青
春

時
代
、誰
も
が
ス
カ
し
て
い
た
。春
宵
一
刻
、値

千
金
…
…
ジ
ャ
ズ
に
耳
を
傾
け
ワ
イ
ワ
イ
や
り

な
が
ら
か
つ
て
の
日
の
無
鉄
砲
な
元
気
に
思
い

を
致
し
、明
日
の
カ
テ
に
し
て
も
ら
え
た
ら
言
う

こ
と
な
し
。老
い
こ
む
の
は
ま
だ
早
い
。み
ん
な
、

大
い
に
ス
カ
そ
う
ぜ
…
…
吉
本
君
の
メ
ッセ
ー
ジ

で
す
。納
得
。

エ
ッ

セー
＆コラ

ム

新企画
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に
開
催
し
ま
し
た（
前
回
開
催
は
還
暦
時
）。

我
の々
学
年
は
恐
ら
く
後
に
も
先
に
も
1
ク
ラ
ス

（
48
名
）で
し
た
が
、今
回
幹
事
さ
ん
の
お
骨
折
り
も

あ
り
半
数
の
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

3
年
間
担
任
い
た
だ
い
た
山
西
顕
六
先
生
は
既
に

94
歳
を
迎
え
ら
れ
、今
回
は
大
変
心
温
ま
る
メッセ
ー

ジ
を
お
手
紙
で
頂
戴
し
会
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。最
後
は
次
回
ク
ラ
ス
会
な
ら
び
に
海
原
会

総
会
への
参
加
も
皆
で
確
認
し
合
い
、盛
会
の
う
ち
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。             （
羽
鳥
克
郎
）

海
城
中
学
昭
和
42
年
卒
ク
ラ
ス
会

12
年
振
り
に
開
催

海
城
中
学
昭
和
42
年
卒
ク
ラ
ス
会
を
本
年
11
月

25
日（
土
）に
新
宿
ワ
シン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
12
年
振
り

昭
和
52
年
卒
6
年
10
組
ク
ラ
ス
会

65
歳
の
節
目
を
越
え
て

２
０
２
３
年
11
月
25
日
エス
カ
イ
ヤ
ク
ラ
ブ
赤
坂
店

で
4
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。卒
業
46

年
を
経
て
、今
回
出
席
者
は
22
名
と
過
去
最
高
。「
よ

い
ク
ラ
ス
だった
ん
だ
」の
声
に
納
得
で
す
。黒
木
先
生

も
喜
ん
で
く
だ
さ
って
い
る
と
思
い
ま
す
。6
年
10
組

ク
ラ
ス
会
は
、65
歳
の
節
目
を
越
え
、ま
だ
ま
だ
そ
れ

ぞ
れ
に
前
を
向
い
て
い
き
ま
す
。来
年
も
ク
ラ
ス
会
開

催
予
定
で
す
の
で
、今
回
出
席
が
叶
わ
な
かっ
た
か
た

と
も
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
てい
ま
す
。

（
鈴
木
義
隆
）

昭
和
36
年
卒
同
期
会

明
治
神
宮
の
初
詣

1
月
15
日
、「
海
城
36
会
」の
今
年
最
初
の
公
式

行
事
で「
明
治
神
宮
」の
初
詣
で
、午
後
3
時
に
神

楽
殿
に
8
人
が
集
ま
り
参
拝
し
た
。

参
加
者
は
滝
本
会
長
、重
武
、杉
山
副
会
長
、中

島
副
会
長
他
、我
妻
、岡
本
、佐
多
、佐
藤
寛
君(

敬

称
略)

で
、4
時
に
無
事
終
わ
り
、中
島
、佐
藤
寛
君

は
帰
り
他
の
6
人
で
2
次
会
の
荒
木
町
の
ス
ナ
ッ
ク

「
ぽ
ら
ん
」迄
二
手
に
分
か
れ
て
、タ
ク
シ
ー
に
乗
り
、

四
谷
三
丁
目
に
、向
か
っ
た
、「
ぽ
ら
ん
」に
着
き
、最

初
に
昨
年
末
に
亡
く
な
っ
た「
林
昭
策
」君
の
奥
様

を
偲
ん
で
献
杯
で
始
ま
り
、そ
の
後
昔
話
に
花
が
咲

き
午
後
8
時
に
散
会
し
た
。　　

  （
杉
山
紘
千
佳
）

昭
和
39
年
卒
同
期
会

今
回
、昼
飲
み
忘
年
会

11
月
30
日
、６
月
の
集
ま
り
か
ら
間
が
な
い
集
ま

り
だ
った
が
今
回
は
昼
飲
み
会
と
な
った
。身
体
の
部

品
の
壊
れ
度
合
が
ま
し
て
い
た
。杖
を
つ
く
角
田
、階

段
の
上
り
降
り
が
厳
し
く
な
っ
た
吉
岡
、当
然
、健
康

は
引
き
続
き
重
要
な
話
題
と
な
り
病
気
自
慢
の
感

を
呈
し
た
。こ
れ
に
抗
し
て
、こ
れ
か
ら
仕
事
に
戻
る

と
い
う
丹
羽
、ゴルフ
命
？
で
海
原
会
ゴルフ
参
加
の
鵜

殿
。そ
の
後
リ
スペ
ク
ト
す
べ
き
先
生
よ
り
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
特
徴
の
あ
る
先
生
の
話
題（
悪
口
？
）で
盛

り
上
がった
。久
し
振
り
の
参
加
の
岡
と
特
に
変
化
の

な
い
宇
井
と
照
井
は
飲
み
足
ら
ず
に
二
次
会
で
三
次

会
へと
繰
り
出
し
た
。                     （
照
井
耕
之
助
）

と
吉
本
く
ん
。そ
の「
ヨコ
揺
れ
の
間
合
い
」が「
こ
の

年
齢
に
な
って
よ
う
や
く
つ
か
め
た
気
が
す
る
よ
」

若
き
頃
、映
画『
ベニ
ー
グ
ッ
ド
マン
物
語
』で
、ジ
ャ

ズ
の
名
曲『M

em
ories Of You

』を
聴
い
て「
こ
れ
が

ジ
ャ
ズ
か
！
」と

感
激
。
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
が
奏
で
る

ゆ
っ
た
り
と
し

た
メ
ロ
デ
ィ
の
中

に
漂
う
哀
切
感
。

「
ジ
ャ
ズ
は〝
会

話
〟な
ん
だ
な
。ピ
ア
ノ
や
ベー
ス
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、ド

ラ
ム
が
ス
ウ
ィン
グ
し
な
が
ら〝
会
話
〟を
す
る
。そ
の

リ
ズ
ム
に
い
か
に
のって
い
く
か
、間
合
い
が
難
し
い
。瞬

「
気
の
お
け
な
い
語
ら
い
の
場
に
さ
り
げ

な
く
流
れ
る
ジ
ャ
ズ
。そ
ん
な
雰
囲
気
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
ね
」と
言
う
の

は
、「
36
会
」の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
、吉
本
泰

一
郎
君
で
す
。コロ
ナ
禍
で
休
ん
で

い
た
、吉
本
君
も
参
加
す
る
ジ
ャ
ズ

ラ
イ
ブ
が
４
月
26
日
、久
し
ぶ
り
に

再
開
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
改
め
て
吉

本
君
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
愛
、ジ
ャ
ズ
に

寄
せ
る
想
い
を
聞
き
ま
し
た
。

60
年
を
超
え
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

歴
、ジ
ャ
ズ
と
の
付
き
合
い
も
長
い
。「
ジ
ャ
ズ
は
ヨ
コ
に

揺
れ
る
。タ
テ
揺
れ
の
演
歌
が
身
近
に
あ
っ
た
せ
い
か
、

ヨコ
揺
れ
の
間
合
い
が
な
か
な
か
つ
か
め
な
かっ
た
な
」

発
力
も
求
め
ら
れ
る
し
ね
」

「
ジ
ャ
ズ
は
特
別
で
は
な
い
。生
活
に
溶
け
込

ん
だ
も
の
」が
持
論
。「
僕
ら
は
プ
ロ
じ
ゃ
な
い
。

良
き
仲
間
と
の
会
話
を
楽
し
み
美
味
い
酒
を
飲

む
。背
景
に
は
バン
ド
が
演
奏
す
る
ジ
ャ
ズ
の
名

曲
。そ
う
い
う
場
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
て
い
る

ん
で
す
よ
」

主
催
は「
ス
カ
し
て
い
る
シニ
ア
の
会
」。「
ス
カ

す
」と
は「
気
取
る
」「
カッコつ
け
る
」の
意
。一

般
的
に
は
誉
め
言
葉
で
は
な
い
け
れ
ど
、青
春

時
代
、誰
も
が
ス
カ
し
て
い
た
。春
宵
一
刻
、値

千
金
…
…
ジ
ャ
ズ
に
耳
を
傾
け
ワ
イ
ワ
イ
や
り

な
が
ら
か
つ
て
の
日
の
無
鉄
砲
な
元
気
に
思
い

を
致
し
、明
日
の
カ
テ
に
し
て
も
ら
え
た
ら
言
う

み
ん
な
、大
い
に

ス
カ
そ
う
や
！

昭
和
36
年
卒 

滝
本  

喬

当
に
み
ん
な
定
年
迎
え
た
の
?? 

と
驚
く
位
の
パワ
ー
が

み
な
ぎ
って
い
た
。3
時
間
飲
み
放
題
の
宴
会
コ
ー
ス

も
あ
っと
い
う
間
に
平
ら
げ
て
し
ま
い
。２
次
会
、３
次

会
に
自
然
と
足
が
向
かった
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

最
後
は
、浜
松
町
世
界
貿
易
セン
タ
ー
ビル
跡
地
で

朝
に
仰
ぐ
芙
蓉
峰
♪　
の
歌
声
が
高
に々
響
き
わ
た

る
の
で
あった
。参
加
者
敬
称
略　
荒
川
、井
坪
、佐
々

木
、住
谷
、松
島
幸
、松
島
潤
、師
尾
、幹
事
冨
岡

（
冨
岡
誠
司
）

昭
和
62
年
卒
同
期
会

変
わ
っ
た
人
も
変
わ
ら
な
い
人
も

コロ
ナ
の
扱
い
が
変
わ
って
よ
う
や
く
本
格
的
な
同

期
会
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、久
々

に
や
って
み
る
と
同
期
を
繋
ぐ
ツ
ー
ル
が
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
分
散
し
て
い
て
、ど
こ
ま
で
誰
に

連
絡
し
た
や
ら
今
ひ
と
つ
分
か
ら
な
く
な
って
し
ま
い

ま
し
た
。結
局
、一
部
周
知
で
き
て
い
な
かっ
た
人
も

い
た
り
し
て
、申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
ま
し
た
。

会
は
盛
会
。久
し
ぶ
り
の
顔
も
いつ
も
の
顔
も
い
ま

し
た
。久
し
ぶ
り
な
の
に
、高
校
の
時
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
って
い
な
い
石
川
く
ん
、高
校
の
時
よ
り
む
し
ろ
若

返
っ
た
戸
田
く
ん(

おっ
ち
ゃ
ん)

。卒
業
か
ら
40
年
も

経
つ
の
に
不
思
議
で
す
。次
回
は
連
絡
を
上
手
に
や

ろ
う
ね
と
言
い
、散
会
し
ま
し
た
。来
年
も
３
月
に
や

り
ま
す
！
未
登
録
の
人
、連
絡
く
だ
さ
い
。

登
録
先
→nobuo.kunii@unabarakai.jp（

国
井
信
男
）

開
で
き
た
事
で
盛
り
上
が
り
は
更
に
ヒ
ー
ト
アッ
プ
。

オ
ー
プニン
グ
、１
人
５
分
遅
刻
し
て
き
た
。ビ
ー
ル

を
飲
む
前
に
柔
道
場
に
行
って
Ｓ
先
生
に
指
導
受
け

て
来
い
。い
や
待
て
、連
帯
責
任
で
全
員
正
座
罰
?α 

に
な
る
か
ら
高
田
馬
場
に
逃
げ
よ
う
。な
ど
当
時
の

様
子
を
生
し々
い
証
言
と
共
に
楽
し
ん
だ
。

先
生
に
助
け
て
戴
い
た
話
に
も
花
が
咲
い
た
。学

園
祭
終
了
後
、皆
で
焼
き
鳥
を
食
べに
行
っ
た
。学
生

な
の
で
食
べ
す
ぎ
て
お
金
が
な
い
。止
む
な
く
借
金
を

し
た
が
返
す
あ
て
が
な
い
。そ
ん
な
窮
地
を
Ｙ
先
生

が
助
け
て
く
れ
た
事
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
多
く
が
英
語
圏
で
仕
事
を
し
て

来
た
わ
け
だ
が
、学
生
時
代
は
東
北
訛
り
の
Ｙ
先
生

よ
り
リ
スニン
グ
の
指
導
。語
学
はハー
ト
だ
。心
と
心

が
通
じ
合
え
ば
発
音
な
ど
関
係
な
い
。ブ
レの
な
い
教

員
方
針
が
、我
の々
独
学
心
を
煽
り
そ
の
相
乗
効
果

が
我
の々
活
躍
に
繋
がっ
た
の
だ
。様
々
な
場
面
で
数

多
く
の
恩
師
に
恵
ま
れ
た
事
、ク
ラ
ス
会
を
通
じ
て
改

め
て
感
謝
。

還
暦
を
迎
え
て
も
、参
加
者
全
員
元
気
一
杯
。本

昭
和
57
年
卒
同
期
会

恒
例
年
末
ク
ラ
ス
会
開
催

そ
う
だ
?
。２
０
１
９
年
以
来
４
年
振
り
??

そ
う
だ
?
。
今
夜
は
元
気
一
杯
力
の
限
り
飲
ん
で

騒
い
で
友
情
再
確
認
す
る
ぞ
。お
ー
??

と
言
う
事
で
始
ま
り
ま
し
た
１
９
８
２
年
卒
６
組

（
山
西
先
生
）ク
ラ
ス
会
。偶
然
に
も
還
暦
の
年
に
再
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こ
と
が
あ
っ
た
も
の
か
と
思
い
返
す
者
、そ
れ
ぞ
れ
に

古
い
出
来
事
な
の
に
新
鮮
で
も
あ
り
、味
わ
い
深
い
。

今
回
こ
の
よ
う
に
、卒
業
30
年
節
目
に
旧
交
を
温

め
ら
れ
る
こ
と
に
繋
がった
の
は
、小
さ
な
き
っか
け
を

受
け
止
め
て
、ア
シ
ス
ト
し
て
、しっか
り
と
決
め
き
った
、

連
携
の
良
さ
で
あ
る
。か
つてコ
ー
ト
で
目
指
し
た
こ
と

が
、こ
こ
で
も
活
か
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。

最
後
に
、楽
し
く
食
事
で
き
る
各
自
の
健
康
に
改
め

て
感
謝
を
感
じ
つつ
、ま
た
集
ま
ろ
う
と
声
を
掛
け
合

い
、品
川
駅
を
後
に
し
た
。                    （
近
藤
圭
輔
）

平
成
6
年
卒
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
同
窓
会

卒
業
30
年
を
記
念

年
一
番
の
寒
さ
の
中
、品
川
の
イ
ン
ド
料
理
屋
に
大

集
合
。き
っか
け
は
久
の々
近
況
報
告
の
一
通
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
か
ら
だ
っ
た
。高
校
卒
業
後
30
年
の
歳
月
を
経
て

も
、我
の々
容
姿
は
、大
半
は
若
し々
く
、基
本
的
に
は

変
わって
い
な
い
こ
と
に
ま
ず
驚
く
。

メンバー
は
7
名
で
、ト
ヨ
タ
会
長
似
の
宗
像
、今
回

出
張
帰
り
に
幹
事
を
務
め
る
笹
原
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
的

容
姿
の
近
藤
、ま
す
ま
す
成
長
が
止
ま
ら
な
い
松
波
、

世
の
中
の
食
のニー
ズ
を
先
取
り
す
る
梶
原
、ク
ー
ルで

キ
レ
の
良
い
片
山
、ほ
ぼ
10
年
ぶ
り
参
加
の
中
野
が
集

ま
っ
た
。話
し
始
め
れ
ば
、そ
こ
か
ら
は
、長
く
会
え
な

かった
期
間
を
一
気
に
越
え
て
、か
つ
て
の
高
校
、部
活

の
場
面
に
戻
って
い
た
。さ
ほ
ど
見
栄
え
し
な
い
出
来

事
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、次
か
ら
次
へ
記
憶
の
中
か
ら

よ
み
が
え
る
も
の
で
あ
る
。は
て
は
公
式
戦
、練
習
試

合
、練
習
に
関
わ
る
、お
馴
染
み
の
話
か
ら
、覚
え
の
な

い
話
が
ま
で
、鮮
明
に
記
憶
し
て
語
る
者
、そ
う
い
う

海
外
海
原
会　
バ
ン
コ
ク
海
原
会

新
年
会
開
催

1
月
17
日
、バン

コ
ク
の
ト
ン
ロ
ー
に

お
き
ま
し
て
、バン

コ
ク
海
原
会
の
新

年
会
を
開
催
し
ま

し
た
。母
集
団
は

20
人
近
く
い
ま
す

が
、今
回
は
８
人
の

参
加
。

海
外
生
活
に
は

良
い
と
こ
ろ
も
不

便
な
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、バン
コ

ク
海
原
会
の
メ
ン

バー
は
各
分
野
の
専
門
知
識
や
長
年
の
生
活
経
験
を

持
つ
精
鋭
揃
い
。み
ん
な
で
助
け
合
って
い
る
の
で
安

心
で
す
。こ
れ
か
ら
バンコ
ク
に
赴
任
さ
れ
る
方
、立
ち

寄
ら
れ
る
方
、是
非
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。皆
様
の
御

来
泰
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
昭
和
62
年
卒　
国
井
信
男
）

平
成
7
年
卒 

水
泳
部
同
窓
会（
半
魚
人
倶
楽
部
）

40
代
後
半
の
お
じ
さ
ん

海
城
高
校
平
成
7
年
卒
水
泳
部
同
窓
会
を
1
月

2
日
に
新
宿
の
居
酒
屋
に
て
開
催
し
ま
し
た
。平
成

7
年
卒
元
水
泳
部
員
は
毎
年
1
月
2
日
に
ア
ル
タ
前

に
午
後
6
時
に
集
合
し
、居
酒
屋
へと
向
か
い
ま
す
。

今
年
は
卒
後
29
年
、コロ
ナ
禍
で
2
、3
回
見
送
り
ま

し
た
が
、そ
れ
以
外
は
毎
年
開
催
し
て
き
ま
し
た
。今

年
の
出
席
者
は
橋
本
大
輔
元
部
長
を
は
じ
め
、明
石

顕
Ｉ
Ｑ
ウ
ォ
ー
カ
ー（
競
歩
世
界
陸
上
入
賞
）、石
井

伸
明
、稲
葉
貴
章
、池
田
雄
次
、黒
田
隆
之
助
、柴
徳

生
で
し
た
。皆
、40
代
後
半
の
お
じ
さ
ん
と
な
り
、18

時
の
集
合
を
守
る
あ
た
り
は
成
長
を
感
じ
さ
せ
ま
し

た
。他
愛
も
な
い
話
に
気
づ
け
ば
あ
っと
い
う
間
に
終

電
間
際
と
な
り
、多
感
な
時
期
に
受
験
と
い
う
試
練

に
向
かって
と
も
に
闘
っ
た
海
城
の
同
窓
生
は
、大
学

の
友
人
と
は
違
った
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。来
年
は
卒
後
30
年
。多
く
の
仲
間

に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
柴
徳
生
）

文
化
祭
実
行
委
員
会
・生
徒
会
Ｏ
Ｂ
会 

新
年
会

プ
リ
ン
を
か
け
て
ジャン
ケ
ン
大
会

コロ
ナ
渦
の
制
約
が
明
け
、久
に々
対
面
で
の
新
年

会
を
行
い
ま
し
た
。場
所
は
恒
例
の
鳥
よ
し
新
大
久

保
店
で
す
。少
人
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、20
代
か
ら
50

そ
ん
な
富
田
画
伯
の
個
展
が
京
橋
で
行
わ
れ
て
い
る

時
に
、目
良
先
生
と
ばっ
た
り
。50
年
ぶ
り
だ
ろ
う
か
、

先
生
は
80
歳
に
な
る
と
は
思
え
な
い
若
し々
い
姿
で
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
佇
ん
で
い
た
。

私
は「
僕
の
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？
」と
尋
ね

る
と
、先
生
は「
も
ち
ろ
ん
、覚
え
て
い
る
よ
。君
は

僕
に
論
争
を
吹
っか
け
て
き
た
か
ら
ね
。」と
言
っ
た
。

そ
う
、私
は
海
城
高
校
の「
社
会
科
学
研
究
会
」俗

称『
社
研
』に
所
属
し
、学
生
服
撤
廃
運
動
を
推
進

し
て
い
た
の
で
、論
争
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。当
時
、私
は
長
髪
で
反
体
制
的
な
活
動
を
や
って

い
た
の
で
、毎
日
の
よ
う
に
Ｎ
先
生
にハサ
ミ
を
持
って

追
い
か
け
ま
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
、学
校
側
か
ら
す
れ

ば〝
厄
介
者
〟だ
った
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、そ
ん
な
中
目
良
先
生
は
、当
時
、制
服
撤

廃
に
関
し
て
は
賛
成
に
回
って
、私
と
同
じ
く〝
Ｎ
先

生
と
対
峙
し
て
い
た
〟と
先
日
初
め
て
知
り
、私
は
一

応
に
驚
き
、目
良
先
生
の
民
主
主
義
に
対
す
る
一
貫

し
た
姿
勢
に
新
た
め
て
、敬
服
し
た
の
で
あ
る
。沖
縄

返
還
復
帰
、あ
さ
ま
山
荘
事
件
、日
中
国
交
正
常
化

な
ど
の
激
動
の
１
９
７
２
年
～
７
４
年
だ
っ
た
海
城
高

校
時
代
。同
期
の
加
治
屋
健
君
が
場
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
、夜
遅
く
ま
で
話
に
花
が
咲
き
、楽
し
い
酒
と

な
った
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
粕
取
焼
酎
バー「
さ
な
ぶ
り
」店
主 

昭
和
49
年
卒 

田
﨑
聡
）

代
ま
で
親
子
ほ
ど

の
年
齢
幅
の
あ
る

参
加
者
が
再
会

を
果
た
し
ま
し
た
。

弁
護
士
資
格

を
取
り
、
新
た

な
仕
事
に
挑
む

１
２
３
代
生
徒
会

長
の
話
か
ら
は
難

し
い
時
代
で
も

力
強
く
生
き
て
い

る
こ
と
を
感
じ
る

一
方
、念
願
の
結

婚
に
こ
ぎ
つ
け
た

１
０
６
代
生
徒
会
長
の
報
告
に
は
惜
し
み
な
い
拍
手

喝
采
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
は
人
数
分
よ
り
一
つ
残
り
が
少
な
かっ
た
名

古
屋
コ
ー
チ
ン
プ
リ
ン
を
か
け
て
ジ
ャン
ケ
ン
大
会
を

実
施
。先
輩
後
輩
の
わ
けへだ
て
な
い
、か
つ
容
赦
な
い

真
剣
勝
負
の
結
果
、名
誉
あ
る
敗
者
は
１
２
１
代
生

徒
会
長
、村
野
君
で
し
た
。来
年
は
村
野
君
優
先
で
プ

リン
を
注
文
す
る
か
ら
ね
。

（
平
成
２
年
卒　
岡
本
浩
太
郎
）

目
良
先
生
合
同
謝
恩
会

激
動
の
時
代
の
思
い
出
話

去
る
3
月
13
日
に
、新
大
久
保
で
私
が
経
営
す
る
、

焼
酎
バ
ー「
さ
な
ぶ
り
」で
、〝
目
良
先
生
を
囲
む
会
〟が

開
催
さ
れ
た
。私
を
含
ん
で
10
名
ほ
ど
が
参
加
し
、旧

交
を
温
め
た
。こ
の
会
を
呼
び
か
け
た
の
は
、私
の
2
期

後
輩
の
画
家
で
あ
る
富
田
勝
彦
君
で
あ
る
。彼
は
、私

と
同
じ
海
城
高
校
か
ら
武
蔵
野
美
術
大
学
に
進
学
し

た
、珍
し
い
タ
イ
プ
の
人
間
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
って
か
ら
す

ぐ
意
気
投
合
、飲
み
友
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。（
笑
）

地
域
海
原
会　
海
原
酔
栄
会（
神
楽
坂
）

海
中
酔
栄
会
開
催

神
楽
坂
に
集

う
海
城
Ｏ
Ｂ
と
酔

栄
会
と
い
う
集
ま

り
を
し
て
い
ま
す
。

1
月
27
日

(

土)

、同
級
生
の

堀
本
く
ん
の
店
で

海
城
中
の
同
期
と

集
ま
り
、海
中
酔

栄
会
を
開
催
。今

回
は
サ
ッ
カ
ー
部

か
ら
菅
沢
く
ん
、

飼
沼
く
ん
、務
台

く
ん
の
３
人
が
参

加
す
る
な
ど
賑

や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
昭
和
49
年
卒　
面
川
博
直
）

平
成
7
年
卒 

村
山
組
同
窓
会

先
生
お
疲
れ
様
で
し
た令

和
5
年

11
月
19
日
に

銀
座
に
て
総

勢
12
名
、そ
し

て
担
任
を
し

て
い
た
だ
い
た

村
山
先
生
を

迎
え
開
催
で

き
ま
し
た
。コ

ロ
ナ
禍
以
前

か
ら
開
催
す

る
意
気
込
み

だ
け
は
か
な

り
あ
り
ま
し

た
が
、こ
う
し

て
同
窓
会
を

開
催
す
る
の

は
実
に
二
十
数
年
ぶ
り
！
前
回
は
ま
だ
ま
だ
生
意

気
な
こ
と
ば
か
り
を
話
し
て
い
た
皆
も
今
や
そ
れ
ぞ

れ
の
勤
務
先
で
重
要
ポ
ス
ト
を
担
う
立
派
な
人
材
と

な
って
い
ま
し
た
。し
か
し
ひ
と
た
び
杯
を
交
わ
す
と

一
瞬
で
高
校
時
代
に
も
どって
賑
や
か
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
の
終
わ
り
に
令
和
5
年
3
月
に
海
城
を
退
職

な
さ
った
村
山
先
生
へ記
念
品
を
贈
呈
し
、お
開
き
に

な
り
ま
し
た
。

今
後
も
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で

ま
だ
つ
な
がって
い
な
い
方
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
石
井
伸
明　

nrf15100@nifty.com

）
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合格おめでとうございます
2024年度　大学入試結果 2024年4月8日 現在

海外の大学
現役

Columbia University 1
Indiana University Bloomington 1
Massachusetts Institute of Technology 1
Michigan State University 1
University of California, Irvine 1
University of California, San Diego 3
University of Illinois Urbana-Champaign 1
University of North Carolina at Chapel Hill 1
University of Washington 2
海外大学総数 12

国公立大学
学部 総数 医 現役 医 卒業生 医

東京大学
合計　49

（現役42， 既卒7）
推薦1含む

文科一類 5 4 1
文科二類 14 13 1
文科三類 2 2
理科一類 19 16 3
理科二類 8 7 1
理科三類 1 1 1 1

京都大学
合計　7

（現役7， 既卒0）
特色2含む

文 2 2
理 2 2
工 1 1
医 2 2 2 2

一橋大学
合計   20

（現役20， 既卒0）
推薦1含む

法 4 4
経済 4 4
商 8 8
社会 2 2
ソーシャ 2 2

東京工業大学
合計   11 

（現役8， 既卒3）
総合型選抜2含む

理 1 1
工 3 2 1
物質理工 1 1
情報理工 2 2
生命理工 4 2 2

旭川医大 1 1 1 1
帯広畜産大 2 2
北海道大 7 2 4 1 3 1
弘前大 1 1 1 1
東北大 9 6 8 5 1 1
秋田大 2 1 1
山形大 3 3 2 2 1 1
茨城大 1 1
筑波大 5 1 4 1 1
群馬大 3 3 2 2 1 1
埼玉大 1 1
千葉大 4 2 3 2 1
電気通信大 2 1 1
東京医歯大 2 2 2 2
東京外大 1 1
東京芸大 1 1
横浜国立大 5 3 2
新潟大 5 5 3 3 2 2
富山大 1 1
金沢大 2 1 2 1
山梨大 1 1 1 1
信州大 2 2 2 2
岐阜大 1 1 1 1
浜松医大 4 4 3 3 1 1
大阪大 2 1 1
神戸大 2 1 2 1
岡山大 1 1 1 1
香川大 1 1 1 1
長崎大 1 1 1 1
大分大 1 1 1 1
鹿児島大 1 1 1 1
福島県立医大 1 1 1 1
東京都立大 3 2 1
京都府立医大 1 1 1 1
奈良県立医大 1 1 1 1
防衛医科大学校 11 11 6 6 5 5
国公立大学・大学校総数 179 58 138 39 41 19

学部 総数 医 現役 医 卒業生 医

早稲田大学
合計 141

（現役121， 既卒20）
推薦7含む

文 4 3 1
文化構想 4 4
法 22 20 2
政治経済 34 29 5
商 11 10 1
社会科学 14 12 2
教育 3 3
人間科学 8 6 2
基幹理工 18 14 4
創造理工 8 6 2
先進理工 15 14 1

慶應義塾大学
合計 132

（現役114， 既卒18）
総合型選抜1含む

文 4 3 1
法 12 11 1
総合政策 2 2
経済 32 28 4
商 32 32
理工 36 28 8
環境情報 4 3 1
医 6 6 4 4 2 2
薬 4 3 1

酪農学園大 1 1
岩手医大 3 3 1 1 2 2
東北医薬大 6 6 3 3 3 3
国際医療福祉大 11 11 7 7 4 4
獨協医大 2 2 2 2
埼玉医大 2 2 2 2
日本工大 1 1
千葉工大 8 8
東京歯大 2 2
青山学院大 8 6 2
亜細亜大 1 1
学習院大 3 2 1
北里大 11 4 8 2 3 2
杏林大 4 4 1 1 3 3
工学院大 2 2
国学院大 1 1
国際基督教大 2 2
国士舘大 3 3
駒澤大 5 4 1
芝浦工大 16 10 6
順天堂大 16 14 15 13 1 1
上智大 34 30 4
昭和大 3 3 3 3
成蹊大 5 4 1
成城大 1 1
専修大 5 4 1
大正大 4 4
中央大 38 28 10
帝京大 5 4 3 2 2 2
東海大 2 2 1 1 1 1
東京医大 10 10 5 5 5 5
東京慈恵会医大 10 10 8 8 2 2
東京電機大 4 3 1
東京農大 1 1
東京薬大 3 2 1
東京理大 67 52 15
東邦大 4 3 2 1 2 2
東洋大 7 1 6
日本大 17 5 9 1 8 4
日本医大 17 17 10 10 7 7
日本歯大 1 1
日本獣医生命大 2 2
法政大 25 16 9
星薬大 3 3
武蔵大 1 1
東京都市大 4 3 1
武蔵野大 1 1
武蔵野美大 1 1
明治大 92 80 12
明治薬大 8 8
立教大 12 11 1
麻布大 1 1
横浜薬大 1 1
京都薬大 2 1 1
同志社大 1 1
立命館大 7 6 1
大阪医薬大 1 1
関西医大 2 2 2 2
近畿大 1 1
関西学院大 1 1
立命館アジア大 1 1
私立大学総数 786 108 611 61 175 47

私立大学

※「医」は医学部医学科の合格者数（東大理Ⅲを含む）

令
和
６
年
度
大
学
入
試
結
果
概
観

学
習
指
導
部
長　

春
木　

淳

　
今
年
３
月
の
卒
業
生（
令
和
５
年
度
高
３
）は
３
１
６
名
で
、

文
系
は
３
ク
ラ
ス
で
１
１
８
名
、理
系
は
５
ク
ラ
ス
で
１
９
８

名
で
し
た
。

　
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
は
リ
ー
デ
ィン
グ
の
平
均
点
が
過

去
最
低
の
51・5
点
で
し
た
。文
章
量
は
昨
年
度
よ
り
増
加

し
ま
し
た
。複
数
の
英
文
と
図
表
の
内
容
を
組
み
合
わ
せ
て

考
え
る
と
いっ
た
多
面
的
に
情
報
を
処
理
す
る
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
点
は
、他
の
教
科
も
同
様
で
す
。

　
今
年
度
の
本
校
の
現
役
進
学
率
は
69・9
％
で
昨
年
度

よ
り
は
下
が
り
ま
し
た
。来
年
度
か
ら
新
課
程
入
試
と
な

り
、浪
人
回
避
の
傾
向
が
当
初
は
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
は
強
気
で
出
願
し
た
受
験
生
も
多
く
、不
本
意
な
結

果
に
納
得
せ
ず
に
第
1
志
望
に
再
度
チ
ャレン
ジ
す
る
こ
と

を
決
め
た
生
徒
も
何
名
か
見
ら
れ
ま
し
た
。安
易
に
妥
協

す
る
こ
と
な
く
、目
標
を
高
く
掲
げ
て
努
力
を
継
続
で
き

る
環
境
は
大
事
で
し
ょ
う
。

　
東
京
大
学
の
合
格
者
は
49
名（
現
役
42
名
、既
卒
7
名
）

昨
年
度
よ
り
6
名
増
加
し
ま
し
た
。文
系
は
数
学
が
難
化

し
た
影
響
で
合
格
最
低
点
が
下
が
り
、理
系
は
数
学
が
比

較
的
取
り
や
す
かった
影
響
で
、合
格
最
低
点
が
上
が
り
ま

し
た
。本
校
か
ら
受
験
し
た
生
徒
も
数
学
の
手
応
え
が
あっ

た
人
た
ち
は
、合
格
す
る
自
信
が
あった
よ
う
で
す
。ま
た
、

一
橋
大
学
に
20
名（
す
べて
現
役
）が
合
格
し
、昨
年
度
よ
り

倍
増
し
ま
し
た
。防
衛
医
大
を
除
く
国
公
立
大
の
医
学
部

の
合
格
者
は
過
去
最
多
の
47
名（
現
役
33
名
、既
卒
14
名
）

で
、北
は
旭
川
医
大
か
ら
南
は
鹿
児
島
大
ま
で
全
国
の
25

の
国
公
立
大
医
学
部
に
合
格
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
東
京
工
業
大
学
の
総
合
型
選
抜
で
女
子
枠

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、２
０
２
６
年
度
か
ら
は
京
都

大
学
の
理
学
部
、工
学
部
の
特
色
入
試
で
女
子
枠
が
導
入

さ
れ
ま
す
。東
京
大
学
も
今
年
度
の
学
校
推
薦
型
入
試
で

は
合
格
者
に
お
け
る
女
子
の
比
率
が
過
去
最
高
の
46・2
％

で
し
た
。現
在
日
本
の
理
工
系
で
学
ぶ
女
子
学
生
の
比
率
は

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中
で
最
低
水
準
で
あ
る
一
方
で
、半
導

体
や
AI
な
ど
の
開
発
を
担
う
理
工
系
の
人
材
が
今
後
さ
ら

に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
理
工
系
を
選
択
す
る
女
性

を
増
や
す
」よ
う
２
０
２
２
年
に
文
科
省
か
ら
各
大
学
に
指

針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、各
大
学
で
は
女
子

枠
の
設
定
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
女
子
枠
や
医
学
部
の
地
域
枠
が
あ
り
ま
す
が
、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
入
試
で
は
人
種
間
や
民
族
間
の
比
率
の

格
差
を
是
正
す
る
た
め
、１
９
６
０
年
代
の
公
民
権
運
動
の

頃
か
ら
ア
ファ
ーマ
テ
ィ
ブ・ア
ク
ション（
積
極
的
格
差
是
正

措
置
）と
い
う
方
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。マイ
ケ
ル・サン

デル
氏
の
著
書
に
も
あ
り
ま
す
が
、ハーバー
ド
大
に
おいて
も

「
学
生
の
多
様
性
を
高
め
、よ
り
平
等
な
社
会
を
実
現
す
る
」

と
い
う
高
い
理
想
を
掲
げ
て
人
種
と
民
族
の
多
様
性
に
配
慮
し

た
選
考
が
な
さ
れ
てい
ま
す
。一方
で
、選
考
に
外
れ
た
者
か
ら
は

「
逆
差
別
で
は
な
い
か
」と
い
う
訴
え
も
あ
り
、昨
年
、ハー
バー

ド
大
に
対
し
て「
人
種
を
考
慮
し
た
入
学
選
考
は
違
憲
で
あ

る
」と
の
連
邦
最
高
裁
判
決
が
出
て
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
入
試
シ
ス
テ
ム
は
時
代
に
よって
変
わ
り
，受
験
生
は
そ
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。し
か
し
入
試
で
高
得
点
を
取

る
こ
と
だ
け
で
な
く
、大
学
の
学
生
生
活
に
お
い
て
意
欲
的
に

活
動
が
で
き
、周
り
に
良
い
影
響
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
材

が
本
校
か
ら
大
学
、そ
し
て
社
会
へと
育
って
いって
く
れ
る
こ

と
を
願って
い
ま
す
。
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加
市
栄
町
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東
武
伊
勢
崎
線
獨
協
大
学
前
駅
徒
歩
5
分

０
４
８–

９
３
１–
２
４
１
５

営
業
時
間
：
11
：
00
～
15
：
00
・
17
：
00
～
22
：
30

定
休
日
：
木
曜
日

天
ぷ
ら
一
筋

店
主
の
杉
山
剛
志
さ
ん(

Ｈ
６)

が
飲
食
の
道
に
進
む
こ
と

を
決
め
た
の
は
海
城
在
学
中
か
ら
。過
去
に
海
腹
グ
ル
メ
で
紹

介
し
た
方
た
ち
の
多
く
は
、成
人
後
に
運
命
の
出
会
い
を
し
て

飲
食
の
道
に
入
って
い
る
の
で
、こ
の
パ
タ
ー
ン
は
珍
し
い
。そ
れ

も
そ
の
は
ず
、お
父
様
は
天
杉
を
創
業
さ
れ
た
方
。杉
山
さ
ん

は
天
ぷ
ら
屋
さ
ん
の
子
だ
っ
た
の
だ
。

実
は
、お
兄
様
の
隆
之
さ
ん
も
平
成
5
年
卒
の
海
城
の
Ｏ
Ｂ

だ
。杉
山
さ
ん
は
お
兄
様
の
姿
を
見
て
海
城
を
志
望
し
た
と

い
う
。「
将
来
、ど
う
す
る
？
」あ
る
と
き
二
人
で
話
し
あ
う
こ

と
が
あ
り
、お
兄
様
は
、杉

山
さ
ん
を
応
援
す
る
側
に

回
る
こ
と
に
。杉
山
さ
ん
は

海
城
生
の
と
き
か
ら
、宴
会

が
あ
る
と
き
な
ど
は
配
膳

の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

人
生
の
転
機
は
突
然
に

大
学
を
卒
業
す
る
こ
ろ
、

い
よ
い
よ
飲
食
の
道
に
入

ろ
う
か
と
い
う
と
き
転
機

が
訪
れ
る
。お
父
様
の
体

調
が
悪
く
な
っ
た
の
だ
。

「
ホ
ン
ト
は
他
の
お
店
で

修
行
を
し
た
か
っ
た
ん
で

す
。
和
食
以
外
の
こ
と
も

知
り
た
か
っ
た
。で
も
、父

の
様
子
を
見
て
、い
き
な
り
自
分
の
家
の
店
で
働
く
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。」と
杉
山
さ
ん
。

親
子
で
働
く
こ
と
が
薬
に
な
っ
た
の
か
、お
父
様
は
元
気
に

な
ら
れ
、5
年
前
に
杉
山
さ
ん
が
店
主
と
な
る
ま
で
一
緒
に

調
理
場
に
立
っ
た
。

「
で
も
ね
、何
か
伝
承
さ
れ
た
と
か
は
無
い
ん
で
す
。見
て
覚

え
ろ
と
。だ
か
ら
レ
シ
ピ
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
」そ
う
いって
杉

山
さ
ん
は
笑
っ
た
。

目
で
耳
で
舌
で
感
じ
る

天
杉
に
は
カ
ウ
ン
タ
ー
も
座
敷
も
あ
る
。２
階
の
座
敷
は
80

人
ま
で
入
る
。今
ま
で
も
海
城
Ｏ
Ｂ
が
集
う
こ
と
度
々
。お
兄

様
の
担
任
で
あ
っ
た
小
林

好
昌
先
生
も
訪
れ
た
の

だ
と
か
。

今
日
は
カ
ウ
ン
タ
ー
で

天
ぷ
ら
を
い
た
だ
く
こ
と

に
す
る
。天
ぷ
ら
の
こ
ろ

も
液
に
タ
ネ
を
く
ぐ
ら
せ

天
ぷ
ら
鍋
へ
。シ
ャ
ー
ッ
と

い
う
音
と
と
も
に
パ
ッ
と

天
か
す
が
広
が
る
。揚
が

る
音
が
落
ち
着
い
た
と
き
、

プ
ロ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
供

さ
れ
る
。

天
ぷ
ら
は
旬
の
料
理

ク
ルマエ
ビ
、ナ
ス
な
ど
定
番
の
タ
ネ
も
い
い
が
、天
杉
ら
し
い

一
品
と
言
え
ば
シ
イ
タ
ケ
の
エ
ビ
詰
め
。

エ
ビ
の
す
り
身
を
シ
イ
タ
ケ
に
詰
め
た

も
の
は
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、エ
ビ
が
ざ

く
切
り
で
エ
ビ
と
分
か
る
ま
ま
に
入
って

い
る
。食
感
も
香
り
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
エ

ビ
！天

ぷ
ら
は
季
節
を
食
べ
る
料
理
で
あ

る
。春
は
山
菜
な
ど
芽
も
の
、夏
は
穴

子・メ
ゴ
チ・キ
ス
。秋
は
し
し
ゃ
も
に
子

持
ち
鮎
。冬
に
は
カ
キ
、ト
ラ
フ
グ
の
白

子
。杉
山
さ
ん
の
話
に
思
わ
ず
ゴ
ク
リ
と

喉
が
鳴
っ
た
。

「
で
も
、天
ぷ
ら
の
旬
は
夏
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。7
月
23
日
の
大
暑
の
こ
ろ
は
天

ぷ
ら
の
日
な
ん
で
す
よ
」と
杉
山
さ
ん
。

へぇ
、と
目
を
丸
く
し
て
い
る
と
、「
い
や
、

カ
ー
ナ
ビ
の
起
動
時
に
何
か
の
お
知
ら
せ

で
流
れ
て
き
て
、最
近
知
り
ま
し
た
」と
笑
っ
た
。な
ん
で
天
ぷ

ら
の
日
が
で
き
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、い
つ
の
季
節
で
も
天

ぷ
ら
な
ら
旬
を
い
た
だ
け
る
。じ
っ
く
り
カ
ウ
ン
タ
ー
で
食
べ

る
も
よ
し
。仲
間
と
わ
い
わ
い
座
敷
で
食
べ
る
の
も
ま
た
よ
し
。

天
杉

(

て
ん
ぷ
ら
）
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之
助
（
Ｓ
46
）

深
田　

誠
（
Ｓ
53
）

国
井
信
男
（
Ｓ
62
）

岡
本
浩
太
郎
（
H‌

02
）

樵　

裕
介
（
H‌

02
）

横
嶋
良
太
（
H‌

05
）

編
集
後
記

◎
コロ
ナ
も
少
し
収
ま
って
社
会
全
体
が
再
始
動

を
始
め
た
の
に
老
体
は
そ
れ
に
つ
い
て
い
く
の
が

大
変
で
す
。毎
日
体
の
ど
こ
か
が
痛
ん
だ
り
そ
ろ

そ
ろ
免
許
返
納
か
な
な
ど
と
悩
ん
だ
り
老
い
は

容
赦
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

（
森
山
）

◎
撮
影
で
早
朝
の
新
大
久
保
駅
に
立
つ
。始
業

時
間
ギ
リ
ギ
リ
に
駆
け
込
も
う
と
す
る
海
城
生

は
ご
く
少
数
。こ
れ
だ
け
を
見
て
も
、母
校
が
進

化
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。              (

国
井)

◎
近
年
の
大
学
合
格
実
績
そ
の
も
の
も
素
晴
ら

し
い
の
で
す
が
、現
役
合
格
率
の
高
さ
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。我
の々
時
代
は
一
浪
が
当
た
り
前
だ
っ

た
の
で
す
が
。私
も
、後
輩
諸
氏
の
頑
張
り
の
恩

恵
を
受
け
て
い
る
世
代
で
す（
笑
）。
（
横
嶋
）

◎
卒
業
し
て
45
年
が
経
ち
ま
し
た
。全
国
屈
指

の
進
学
校
と
な
っ
た
母
校
の
発
展
に
は
目
を
見

張
る
ば
か
り
で
す
。会
員
の
皆
さ
ん
、6
月
8
日

の
定
期
総
会
、そ
し
て
9
月
14
・
15
日
の
海
城
祭

に
は
是
非
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
し
て
く
だ
さ
い
。

（
深
田
）

◎
冬
の
会
報
で
は
紙
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
で

き
な
か
っ
た「
海
腹
グ
ル
メ
」、今
号
か
ら
復
活
で

す
！
草
加
・
独
協
大
学
前
の
天
ぷ
ら「
天
杉
」の

杉
山
さ
ん
、取
材
は
秋
で
し
た
が
、そ
の
と
き「
旬

は
夏
か
も
」と
お
っ
し
ゃって
い
ま
し
た
。記
事
に

は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、杉
山
さ
ん
に
よ
る

〆
の
創
作
デ
ザ
ー
ト
も
手
が
込
ん
で
い
て
素
敵
で

す
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
樵
）

◎
人
は
脳
だ
け
で
思
考
す
る
の
で
は
な
い
。身
体

の
あ
ら
ゆ
る
器
官
、全
細
胞
が
思
考
し
て
い
る
と

い
う
。リ
ア
ル
と
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
、真
実
と
虚
偽
の

境
界
線
が
わ
か
ら
な
く
な
って
く
る
世
界
で
は
と

り
わ
け
そ
の
身
体
性
の
重
要
度
が
高
ま
って
い
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。人
知
の
及
ば
な
い
自
然
の
声

を
聴
く
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。会
報
を
い
つ
ま

で
冊
子
の
形
で
お
届
け
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
が

身
体
性
回
復
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
う
。（
小
西
）

天
杉

(

て
ん
ぷ
ら
）

自
薦
他
薦
、海
城
Ｏ
Ｂ
の
お
店
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

⑱

海
腹
グ
ル
メ

獨
協
大
学
前

掲示板

【会報バックナンバー閲覧パスワード】
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参加希望の方は、以下の担当幹事に「氏名、卒年、メールアドレス」をお送りください。
サッカー部ＯＢ会幹事：上中淳二(昭和56年卒)uechun2024@gmail.com
担任クラス・その他幹事：片桐裕介(昭和57年卒)yk381216yk@docomo.ne.jp
詳細が確定しましたら、参加希望者にメールにてお知らせします。


